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平成１8年10月　広報なかの  ２

　

平
成
十
七
年
度
の
国
内
経
済
は
、
年
の

中
頃
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
輸
出
・
生
産
な

ど
に
見
ら
れ
た
弱
い
動
き
を
脱
し
、
景
気

は
緩
や
か
な
回
復
を
続
け
、
企
業
部
門
の

好
調
さ
が
雇
用
・
所
得
環
境
の
改
善
を
通

じ
て
家
計
部
門
へ
波
及
し
、
民
間
需
要
中

心
に
、
年
度
末
に
は
、
景
気
は
回
復
基
調

と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
向
け

た
進
展
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
物
価
は
依

然
と
し
て
緩
や
か
な
デ
フ
レ
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。
実
体
経
済
が
緩
や
か
に
回
復
し
、

デ
フ
レ
圧
力
の
低
下
に
よ
り
消
費
者
物
価

は
、
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
原
油
価

格
の
高
騰
に
よ
り
輸
入
物
価
が
上
昇
し
て

い
る
中
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
（
物
価

変
動
指
数
）
は
、
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス
を

続
け
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
５
」
に
基
づ
き
、
三
位

一
体
改
革
等
の
構
造
改
革
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
に
あ
っ
て
、
平

成
十
七
年
度
の
中
野
市
は
、
順
調
に
事
業

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
面
に
お
い
て
は
、
地

方
交
付
税
で
は
、
合
併
及
び
大
雪
に
対
す

る
特
別
交
付
税
の
若
干
の
伸
び
は
あ
っ
た

も
の
の
、
引
き
続
く
景
気
低
迷
の
影
響
に

よ
る
、
市
税
の
伸
び
悩
み
な
ど
に
よ
り
、

厳
し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

歳
出
面
で
は
、
経
常
経
費
の
削
減
、
国

・
県
補
助
事
業
等
の
有
利
な
事
業
の
導
入
、

起
債
及
び
債
務
負
担
額
の
抑
制
等
を
行
い
、

地
域
の
活
性
化
、
福
祉
都
市
の
実
現
な
ど
、

市
民
生
活
に
直
結
す
る
事
業
を
、
重
点
的

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

施
策
面
に
お
い
て
は
、
継
続
事
業
の
早

期
完
成
、
既
存
施
策
の
拡
充
、
新
規
施
策

の
掘
り
起
こ
し
な
ど
、社
会
情
勢
及
び「
三

位
一
体
の
改
革
」
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

健
全
財
政
の
堅
持
を
図
り
な
が
ら
、
市
民

生
活
の
安
定
性
の
確
保
に
向
け
、
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
基
本

方
針
に
基
づ
き
、 
 「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
の
実
現
に
向

　平成17年４月１日に、新しい｢中野市｣が誕生しま
した。
　今回、初めての決算となる｢平成17年度決算｣が、
９月市議会において認定されましたので、ここで、
その決算の概要をお知らせします。

平成17年度会計別決算額                 単位：万円
歳出決算額歳入決算額会　　計　　名
176億5,223183億3,215一　　　般　　　会　　　計
44億7,09144億7,109国民健康保険事業

特別会計

45億2,03744億9,617老人保健医療事業
26億0,01526億2,469介護保険事業

1,9991,999介護サービス事業
1億0,3981億0,399社会就労センター事業
1,1691,286住宅改修資金貸付事業
151223倭財産区事業
101114永田財産区事業
251268中野財産区事業
4,4074,457情報通信施設事業

18億9,83819億2,363下水道事業
8億6,4528億8,837農業集落排水事業

145億3,909145億9,141小　　　　計
15億4,78612億6,414水道事業企業会計
337億3,918341億8,770総　　　　計 ▲新市誕生“元気”まつりの様子
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歳　入
183億3,215万円

地方交付税地方交付税
59億8,156万円59億8,156万円
32.6%32.6%

市税市税
54億2,346万円54億2,346万円
29.6%29.6%

歳　出
176億5,223万円

市税市税
54億2,346万円54億2,346万円
29.6%29.6%

市債市債
17億１,250万円17億１,250万円

9.3%9.3%

国庫支出金国庫支出金
12億5,355万円12億5,355万円

6.8%6.8%

諸収入諸収入
10億1,992万円10億1,992万円

5.6%5.6%

県支出金県支出金
8億4,316万円 4.6%8億4,316万円 4.6%

地方譲与税 5億5,472万円 3.0％地方譲与税 5億5,472万円 3.0％
地方消費税交付金 4億6,595万円 2.5%地方消費税交付金 4億6,595万円 2.5%
分担金・負担金 3億2,326万円 1.8%分担金・負担金 3億2,326万円 1.8% その他 7億5,407万円 4.2%その他 7億5,407万円 4.2%

民生費民生費
41億1,869万円41億1,869万円
23.3%23.3%

教育費教育費
24億6,742万円24億6,742万円
14.0%14.0%

公債費公債費
24億1,473万円24億1,473万円
13.7%13.7%

土木費土木費
23億1,291万円23億1,291万円
13.1%13.1%

総務費総務費
21億3,346万円21億3,346万円
12.1%12.1%

衛生費衛生費
15億4,504万円15億4,504万円

8.8%8.8%

その他 10億708万円 5.7%その他 10億708万円 5.7%

農林水産業費農林水産業費
9億7,523万円 5.5%9億7,523万円 5.5%

商工費・労働費商工費・労働費
6億7,767万円 3.8%6億7,767万円 3.8%
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３　平成１8年10月　広報なかの

け
て
、
六
つ
の
施
策
を
柱
に
、
各
種
事
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
の
歳
入
総

額
は
一
八
三
億
三
、
二
一
五
万
円
、
歳
出

総
額
は
一
七
六
億
五
、
二
二
三
万
円
で
、

歳
入
歳
出
差
引
額
は
六
億
七
、
九
九
二
万

円
で
あ
り
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
へ
の
繰
越

財
源
が
一
、
四
一
〇
万
円
で
あ
る
た
め
、

実
質
収
支
で
は
六
億
六
、
五
八
二
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
、
企
業
会
計
を
加
え
た
十

四
会
計
全
体
で
は
、
歳
入
総
額
は
三
四
一

億
八
、
七
七
〇
万
円
、
歳
出
総
額
は
三
三

七
億
三
、
九
一
八
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

※
旧
市
村
の
平
成
十
六
年
度
決
算
が
合
併

に
よ
る
打
ち
切
り
決
算
で
あ
っ
た
た
め
、

本
来
は
平
成
十
六
年
度
の
決
算
で
処
理

す
る
出
納
整
理
期
間
の
収
支
も
、
平
成

十
七
年
度
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

�
合
併
記
念
式
典
の
様
子

��������	
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・合併管理事業<合併記念式典及び合併記念交流イベント
の開催、地域審議会の設置・運営、合併交流事業補助
金の交付など>…………………………………１,３８２万円
・企画調整事務<総合計画策定のための市民意識調査、
未来を語るワークショ ップの開催など> ………４８５万円
・生活関連事業<公会堂の建設等に対する補助金の交付な
ど>………………………………………………２,４０４万円

・保健センター整備事業<中野市保健センターの移転整備>
　……………………………………………１億２,４９１万円
・福祉医療費給付事業<小学校就学前の乳幼児全員を対象
に福祉医療費の給付など>…………………２億１０５万円
・宅老所事業費<認知症対応型デイサービスセンター ｢す
みれ｣  を増築>…………………………………４,８５８万円

・観光宣伝事業<総合パンフレットの作成、 観光協会事業
の補助など>……………………………………２,５３０万円
・売れる農業推進事業<地元農産物の消費拡大・流通を促
進するための農産物ギフトの利用拡大推進など>
　……………………………………………………１,４９０万円
・農業文化記録普及事業<中野市農業の歴史と技術を、 次
世代に残し伝えるため、啓発用ビデオを制作>
　………………………………………………………４８８万円

・ごみ減量化・資源化事業<ゴミ収集車への食用廃油の再
生軽油使用、白色発泡トレーのモデル的収集等のゴミ
の資源化、再利用化のＰＲなど>………………７１８万円
・千曲川水辺・里山環境保全対策事業<環境調査の実施、
　探鳥会などの自然観察会の開催、環境パンフレットの
作成＞………………………………………………３３万円

・学校給食センター改築事業（北部学校給食センターの
新設、南部学校給食センター建設のための地質調査・

設計業務の委託>…………………………５億８,５２９万円
・中学校改築事業<南宮中学校武道場の新設>
　………………………………………………１億６,３９８万円
・図書館施設整備事業<図書館の閉架書庫増設工事など>
　……………………………………………………２,７９４万円
・社会体育団体等育成事業（スポーツの専門技術・経験
実績を持つ人を招いて行う専任コーチ事業等への補助>
　………………………………………………………６０６万円
・芸術文化振興事業<市民団体が企画・実施する｢ときめ
き手づく りコンサート｣への補助など>…………６４２万円
・十三崖のチョウゲンボウ繁殖地環境回復事業<チョウゲ
ンボウの集団繁殖地である十三崖の環境回復整備>
　……………………………………………………１,０３６万円

・幹線道路整備事業<大俣上今井橋線 などの拡幅改良>
　……………………………………………２億２,７１５万円
・公園整備事業<一本木公園の園路及びパーゴラなどの拡
張整備工事など>………………………………３,５９９万円
・公共物管理事業<境界立会い等の業務の外部委託など>
  ………………………………………………………３７７万円
・農業経営支援情報システム導入事業<航空写真データの
  作成を業務委託により実施し、 農家台帳管理システム
を 構築> …………………………………………… ８２２万円
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北部学校給食セン
ターがしゅん工し
ました

�

デイサービスセン
ターさくらに認知
症対応型デイサー
ビスセンターを増
築しました



平成１8年10月　広報なかの  ４

　

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
の
災

害
弱
者
と
言
わ
れ
る
方
に
対
し
、
災
害
発

生
時
に
近
所
の
方
や
区
・
民
生
委
員
の
皆

さ
ん
な
ど
に
よ
り
、
連
携
し
た
避
難
の
支

援
体
制
を
築
く
た
め
、
台
帳
の
作
成
や
支

援
者
と
の
結
び
つ
け
な
ど
の
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
『
災
害
時
支
援

制
度
』
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

「
災
害
時
要
援
護
者
」
の
方
が
、
登
録

を
さ
れ
て
要
支
援
者
に
な
る
と
、
災
害
時

に
は
も
と
よ
り
、
普
段
の
生
活
の
中
に
お

い
て
も
、
地
域
の
交
流
や
近
隣
の
方
に
よ

り
、
見
守
り
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

高
齢
者
や
障
害
者
の
皆
さ
ん
で
、
災
害
発

生
時
に
支
援
体
制
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
、

登
録
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
申
請
書
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
支
援
が
必
要
な
方
は
登
録
さ
れ
、

台
帳
の
作
成
が
な
さ
れ
ま
す
。

　

左
上
の
図
を
ご
覧
の
う
え
、
支
援
を
ご

希
望
の
方
は
、
今
月
号
に
挟
み
込
ま
れ
て

い
る
「
中
野
市
災
害
時
要
支
援
者
登
録
申
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が
ス
タ
ー
ト

請
書
兼
登
録
台
帳
」
に
、
左
の
記
載
例
に

添
っ
て
ご
記
入
い
た
だ
き
、
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。
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( 記載例 )
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災
害
時
要
援
護
者
と
は
…

　

次
の
よ
う
な
方
が
、
災
害
時
要

援
護
者
で
す
。（
申
請
書
を
提
出
し

て
登
録
さ
れ
る
と
「
要
支
援
者
」

と
な
り
ま
す
）

・
歩
行
困
難
な
肢
体
不
自
由
な
方

・
単
独
歩
行
の
困
難
な
視
覚
に
障

害
を
お
持
ち
の
方

・
聴
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
知
的
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
精
神
に
障
害
を
お
持
ち
の
方

・
援
護
が
必
要
な
高
齢
者
の
方

・
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方

地
域
支
援
者
と
は
…

　

災
害
時
に
「
要
支
援
者
」
宅
へ

急
行
し
て
支
援
す
る
こ
と
を
承
諾

し
て
い
た
だ
い
た
近
隣
の
方
々
が

「
地
域
支
援
者
」
と
な
り
ま
す
。

　

責
任
を
伴
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
普
段
か
ら
よ
り
良
い

近
所
付
き
合
い
に
心
が
け
て
い
た

だ
き
、
そ
の
中
で
支
援
を
行
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

在宅 要支援者

中野市災害時要支援者登録申請書兼登録台帳

▼

▼

▼

▼

▼

押印をお忘れなく！

▼
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こ
の
四
月
か
ら
の
障
害
者
自
立
支
援
法

の
施
行
に
よ
り
、
十
月
か
ら
市
が
行
う
事

業
と
し
て
、「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。
中
野
市
で
は
次
の
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
支
援
事
業

　

障
害
者
ま
た
は
障
害
児
の
保
護
者
か
ら

の
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
及

び
助
言
、
そ
の
他
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
支
援
等
を
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く

無
料
で
行
い
ま
す
。

手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
無
料
で
派
遣
し
ま
す
。

日
常
生
活
用
具
給
付
等
事
業 （
重
度
障
害
者
）

　

用
具
の
品
目
に
変
更
が
あ
り
、
ス
ト
マ

用
装
具
は
補
装
具
か
ら
日
常
生
活
用
具
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
火
災
警
報
器
も
日

常
生
活
用
具
で
す
。

　

利
用
者
負
担
は
単
価
（
交
付
上
限
額
あ

り
）
の
五
％
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は

無
料
で
す
。
購
入
前
に
申
請
の
手
続
き
が

必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

移
動
支
援
事
業

　

屋
外
で
の
移
動
が
困
難
な
障
害
者
等
の

外
出
を
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
通
院
等
に

つ
い
て
は
居
宅
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
利
用
者
負
担
は
介

護
給
付
に
お
け
る
居
宅
介
護
の
単
価
を
基

に
し
た
五
％
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
は

無
料
で
す
。

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　

市
の
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い

る
「
ふ
れ
あ
い
講
座
」
等
で
す
。
利
用
者

負
担
は
一
回
に
つ
き
五
十
円
で
、
生
活
保

護
世
帯
は
無
料
で
す
。

日
中
一
時
支
援
事
業

　

こ
れ
ま
で
の
短
期
入
所
の
昼
間
利
用
で

す
。
利
用
者
負
担
は
介
護
給
付
に
お
け
る

短
期
入
所
の
単
価
を
基
に
し
た
五
％
で
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
で
す
。

自
動
車
運
転
免
許
取
得
及
び

　
　
　
　

自
動
車
改
造
助
成
事
業

　

こ
れ
ま
で
と
同
じ
く
十
万
円
ま
で
の
補

助
と
な
り
ま
す
。

※
こ
れ
ら
の
事
業
に
関
す
る
詳
細
に
つ
い

て
は
、
市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係
、

ま
た
は
豊
田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 「
地
域
生
活
支
援
事
業
」 が
始
ま
り
ま
し
た
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対
象
者

・
新
規
の
申
請
を
さ
れ
る
方

・
更
新
の
申
請
を
さ
れ
る
方

・
再
交
付
の
申
請
を
さ
れ
る
方

変
更
内
容

①
精
神
保
健
福
祉
手
帳
に
写
真
を
添
付

す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
の
で
、
次
の

写
真
が
申
請
時
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

（
写
真
は
次
の
条
件
を
満
た
す
も
の
）

・
縦
四
㌢
×
横
三
㌢

・
脱
帽
を
し
て
上
半
身
を
写
し
た
も
の

で
、
撮
影
後
一
年
以
内
の
も
の

※
精
神
保
健
福
祉
手
帳
の
有
効
期
限
が

残
っ
て
い
る
場
合
で
も
希
望
が
あ
れ

ば
、
新
様
式
に
変
更
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
障
害
者
特
別
給
付
金
の
受
給
を
証
す

る
書
類
で
も
手
帳
の
申
請
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※
今
ま
で
ど
お
り
「
規
定
の
診
断
書
」

ま
た
は
「
障
害
者
年
金
の
受
給
を
証

す
る
書
類
」
で
も
申
請
が
で
き
ま
す
。

平
成　

年　

月
１
日
よ
り

18

10

　
　

精
神
保
健
福
祉
手
帳
の

　
　
　
　

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

険
機
関
が
発
行
す
る
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
、
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
の
コ
ピ
ー
を
添
付
し

て
十
月
三
十
一
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
高
齢
者
及
び
重
度
身
体
障
害
者

通
院
費
等
助
成
事
業
、
中
野
市
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
奨
励
給
付
金
支
給
事
業
、
中
野

市
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）
介
護
慰
労
金

支
給
事
業
の
対
象
者
に
つ
き
ま
し
て
は
、

こ
の
激
励
金
の
支
給
対
象
者
か
ら
除
か
れ

ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
先　

市
役
所
福
祉
課
障
害
福
祉
係
、
ま
た
は
豊

田
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

市
で
は
、
十
一
月
一
日
現
在
、
中
野
市

に
住
所
の
あ
る
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
、

小
児
慢
性
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
の
方
及

び
人
工
透
析
患
者
の
方
に
、
中
野
市
特
定

疾
病
患
者
等
激
励
金
と
し
て
年
額
一
万
円

の
支
給
を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
人
工
透
析
患
者
の
方
は
各
健
康
保
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支
給
の
条
件

問い合わせ先
○身体障害者等の関係については、
　・市役所福祉課障害福祉係
　　�２２―２１１１　内線２９４
　・豊田支所健康福祉課福祉係
　　�３８―３１１１　内線１２６
○高齢者の関係については、
　・市役所健康長寿課長寿支援係 (中野保健センター内)
　　�２２―２１１１　内線２４３
　・豊田支所健康福祉課健康長寿係
　　�３８―３１１１　内線１２１

申
請
の
方
法

災害時支援制度

支援を希望
される方

台帳登録者

台帳

登録の同意

台帳開示 普段の見守り
災害時の支援

台帳開示

・区長
・地域支援者 民生・児童委員

協力
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平成１8年10月　広報なかの  ６

　９月定例市議会が９月４日から９月
26日まで、23日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告４件、
条例案11件、予算案８件、決算認定14件、
事件案７件のあわせて44件の議案が審
議され、いずれも原案どおり可決され、 ま
た、意見書などについても審議されまし
た。ここでは主な内容をお知らせします。
　なお、平成17年度決算の概要について
は、２～３ページに掲載しました。

条　

例

「
中
野
市
職
員
の
勤
務
時
間
及
び
休

暇
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
改
正

　

「
人
事
院
規
則
」
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
休
憩
時
間
の
変
更
、
休

息
時
間
の
廃
止
及
び
育
児
・
介
護

を
行
う
職
員
の
早
出
遅
出
勤
務
の

対
象
範
囲
を
拡
大
す
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
地
域
医
療
従
事
医
師
奨

学
資
金
貸
付
条
例
」
の
制
定

　

深
刻
化
し
て
い
る
医
師
不
足
解

消
を
図
る
た
め
、
奨
学
資
金
貸
付

条
例
を
、
新
た
に
制
定
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
国
民
健
康
保
険
条
例
」

の
一
部
改
正

　

「
国
民
健
康
保
険
法
」
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行

専
決
処
分
の
報
告

う
と
と
も
に
、
出
産
一
時
金
の
給

付
額
を
引
き
上
げ
る
た
め
、
改
正

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
農
業
集
落
排
水
施
設
条

例
」
の
一
部
改
正

「
中
野
市
下
水
道
条
例
」の
一
部
改
正

　

農
業
集
落
排
水
施
設
使
用
料
及

び
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
、
合

併
前
の
中
野
市
の
区
域
と
豊
田
村

の
区
域
の
使
用
料
が
異
な
る
こ
と

か
ら
、
使
用
料
の
一
本
化
及
び
計

量
装
置
の
使
用
料
を
全
市
適
用
と

す
る
た
め
、
所
用
の
改
正
を
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
水
道
事
業
給
付
条
例
」

の
一
部
改
正

　

使
用
中
止
状
態
に
あ
る
給
水
栓

の
使
用
料
金
に
つ
い
て
、
徴
収
し

な
い
こ
と
と
す
る
た
め
、
所
用
の

改
正
を
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
一
般
会

　

計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
報
告

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
下
水
道

　

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
の
専

　

決
処
分
報
告

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
農
業
集

　

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予

　

算
の
専
決
処
分
報
告

・
平
成
十
八
年
度
中
野
市
水
道
事
業

　

会
計
補
正
予
算
の
専
決
処
分
報
告

補
正
予
算

《
一
般
会
計
》

　

平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
予
算

に
八
億
八
千
八
百
九
十
九
万
六
千

円
を
追
加
し
て
、
総
額
を
百
七
十

四
億
七
百
六
万
五
千
円
と
し
ま
し

た
。
主
な
歳
出
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
情
報
政
策
推
進
事

業
費
で
地
域
情
報
基
盤
整
備
実
施

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、
三

一
〇
万
円
の
増
額

〈
民
生
費
〉
●
児
童
ク
ラ
ブ
施
設

整
備
事
業
費
で
施
設
用
地
取
得
費

等
に
九
九
九
万
余
円
を
新
規
計
上

〈
衛
生
費
〉
●
医
師
奨
学
金
制
度

の
奨
学
資
金
貸
付
金
に
一
二
〇
万

円
を
新
規
計
上

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
西
部
農
村

総
合
整
備
事
業
費
で
工
事
費
に
八

七
七
万
余
円
を
増
額

〈
土
木
費
〉
●
道
路
舗
装
事
業
費

に
舗
装
工
事
費
な
ど
で
二
、
〇
二

八
万
余
円
を
増
額

〈
教
育
費
〉
●
教
職
員
住
宅
整
備

事
業
費
で
用
地
処
分
の
た
め
の
不

動
産
鑑
定
料
等
を
工
事
費
か
ら
組

替
に
五
四
万
余
円

《
特
別
会
計
》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
保
険

財
政
共
同
安
定
化
事
業
拠
出
金
に

二
億
二
千
四
百
八
十
七
万
余
円
を

新
規
計
上

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
国
庫
負
担

金
等
の
確
定
に
伴
う
返
還
金
に
一
、

二
九
〇
万
余
円
を
計
上

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

製
品
の
搬
送
車
両
更
新
の
た
め
、

車
両
購
入
関
係
費
二
一
一
万
余
円

を
新
規
計
上

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
放
送

設
備
機
器
の
修
繕
料
に
一
四
一
万

余
円
を
増
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
整
備
事
業
費
で
取

付
管
布
設
工
事
等
に
二
二
七
万
余

円
の
増
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
井
戸

水
等
利
用
に
よ
る
農
業
集
落
排
水

施
設
の
利
用
者
宅
へ
の
量
水
器
設

置
に
係
る
メ
ー
タ
ー
代
及
び
工
事

費
に
四
三
〇
万
余
円
を
増
額

《
企
業
会
計
》

〈
水
道
事
業
〉
●
建
設
改
良
費
で

市
道
舗
装
本
復
旧
負
担
金
に
六
五

四
万
円
の
増
額

契　

約

○
中
野
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
工
事
（
建
築
工
事
）

　

同
工
事
を
二
億
二
千
六
百
八
十

万
円
で
、
中
野
・
中
沢
・
蟻
川
建

設
共
同
企
業
体
が
請
け
負
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
完
成
は
平
成
十

九
年
七
月
の
予
定
で
す
。

○
中
野
市
南
部
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
建
設
工
事
（
機
械
設
備
工
事
）

　

同
工
事
を
二
億
五
千
七
百
五
十

六
万
五
千
円
で
、
金
澤
・
永
井
設

備
建
設
共
同
企
業
体
が
請
け
負
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
完
成
は
平

成
十
九
年
七
月
の
予
定
で
す
。▲９月17日に起工式

が行われました

財
産
の
取
得

ロ
ー
タ
リ
除
雪
車
の
取
得

　

今
ま
で
以
上
に
円
滑
な
除
雪
の

体
制
を
確
保
し
、
市
道
幹
線
の
交

通
確
保
の
た
め
、
ロ
ー
タ
リ
除
雪

車
二
・
二
㍍
級
一
台
を
購
入
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

基
本
構
想

中
野
市
基
本
構
想

　

昨
年
四
月
一
日
に
合
併
し
た
新

「
中
野
市
」
の
、
平
成
二
十
八
年

度
を
目
標
年
次
と
す
る
基
本
構
想

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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来
年
四
月
か
ら
新
た
に
保
育
園

に
入
園
を
希
望
さ
れ
る
児
童
の
入

園
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

ま
た
、
育
児
休
業
の
終
了
な
ど

の
た
め
、
年
度
途
中
か
ら
入
園
を

希
望
さ
れ
る
方
、
四
月
か
ら
保
育

園
を
移
り
た
い
方
も
、
こ
の
期
間

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
定
員
を
超
え
て
申
し
込

み
が
あ
っ
た
保
育
園
に
つ
い
て
は

選
考
と
な
り
、
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

十
一
月
一
日�
か
ら

十
五
日�
ま
で

入
園
基
準　

保
護
者
お
よ
び
同
居
家
族
が
仕
事

や
病
気
な
ど
の
都
合
に
よ
り
、
家

庭
で
保
育
で
き
な
い
児
童

保
育
時
間

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時

三
十
分
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）

●
長
時
間
保
育
が
必
要
な
方
は
…

　

仕
事
の
都
合
な
ど
で
長
時
間
保

育
が
必
要
な
方
は
、
入
園
申
込
書

と
一
緒
に
「
長
時
間
保
育
申
込
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場

合
、
通
常
の
保
育
料
の
ほ
か
に
、

長
時
間
保
育
料
を
負
担
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
入
園
を
希
望

さ
れ
た
園
で
の
長
時
間
保
育
希
望

者
が
五
人
未
満
の
と
き
は
、
他
の

保
育
園
へ
移
っ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

入
園
申
込
書
等
は
十
月
十
六
日

�
以
降
、
各
保
育
園
、
市
役
所
保

育
課
、
豊
田
支
所
子
ど
も
課
、
各

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
用
意
い

た
し
ま
す
。

　

入
園
申
し
込
み
や
保
育
内
容
等

に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

各
保
育
園
・
市
役
所
保
育
課
保
育

係
（��
２
１
１
１
内
線
２
９
３
）・

豊
田
支
所
子
ど
も
課
子
ど
も
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
２
５
）

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み

保
育
園
の
入
園
申
し
込
み

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

市内保育園の所在地等

電　話所　在　地保 育 園 名

２６－２１８７新野３３５みなみ保育園

２２－６３０２片塩４１平 野 保 育 園

２２－３３２４三好町1-6-10西 町 保 育 園

２２－２２４８中野１４６１ - １松 川 保 育 園

２２－３２４４三好町2-4-9みよし保育園

２２－２７３１草間１５０２高 丘 保 育 園

２２－６３９０壁田１５７３ - ３長 丘 保 育 園

２６－２５２５間長瀬４９７平 岡 保 育 園

２２－６６１１赤岩１５２５ - ２たかやしろ保育園

３８－２５３０永江１８６１永 田 保 育 園

３８－２１２３豊津３０７９ - １豊 井 保 育 園

２４－５１５５東山１１３４ - ４私立ひよこ保育園

医医医医医医医医医医医医医医医医学学学学学学学学学学学学学学学学生生生生生生生生生生生生生生生生へへへへへへへへへへへへへへへへ奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨奨学学学学学学学学学学学学学学学学金金金金金金金金金金金金金金金金をををををををををををををををを貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸貸付付付付付付付付付付付付付付付付けけけけけけけけけけけけけけけけししししししししししししししししまままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすす医学生へ奨学金を貸付けします
　中野市では、平成18年10月から新たに「中野市地域医療従事医師奨
学資金貸付制度」を創設しました。中野市内の臨床研修病院の指定を
受けた病院の医師として従事しようとする気概と情熱に富んだ医学生
に対しての貸付けです。貸付け希望者を次のとおり募集します。

学校教育法において医学を専攻している者で、卒業後３年
以内に中野市内の臨床研修病院の指定を受けた病院の医
師として従事する意思を有する者

貸付対象者

月額20万円（限度）貸 付 金 額
貸付決定の月から大学卒業の月まで貸 付 期 間
中野市内の臨床研修病院の指定を受けた病院において、一
定期間(返済免除を受けるのに必要な期間)の勤務が必要

勤 務 条 件

貸付期間と同一の期間を中野市内の臨床研修病院の指定
を受けた病院で勤務した場合、全額免除します。

返還の免除

２人の連帯保証人が必要です。連帯保証人
次の書類を下記申込先まで郵送または持参してください。
※様式については、ご連絡いただければ郵送いたします。
①申請書②誓約書③大学の在学証明書または合格通知書
の写し④学業成績証明書(1年生は出身高校、 2年生以上は
大学のもの)⑤健康診断書(2カ月以内に公的医療機関で作
成したもの)⑥連帯保証人の印鑑証明書、身分証明書

申 込 方 法

〒383－0021　長野県中野市西一丁目1番7号
(中野保健センター内) 中野市役所健康長寿課健康管理係
　　　　　TEL：0269－22－2111(内線241、242)
　　　　　FAX：0269－22－2295

申し込み・
問い合わせ先

平成18年10月20日(必着)
※平成19年度についても同様の募集を実施する予定です

申 込 期 限

１名貸 付 人 員
申込書類の様式は、市ホームページからダウンロードできます。

市役所の
    業務時間が
延長と な り ま し た

１  ０月 １ 日から
市職員の勤務時間が変更となり、

市役所本庁、豊田支所等の

窓口業務終了時間が

午後５時 ３   ０ 分までと

午後５時１５分から

なりました。
※退学等で奨学資金の貸付目的を達成する見込がなくなった時は、貸付の決定を取り消し貸付金に利息を
加えて返還していただくことになります。また、正当な理由がなく返還が滞った場合には、延滞利息を
いただくこととなります。

※北信総合病院にも貸付制度があります。
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市
税
は
、
市
の
様
々
な
事
業
を
行
う
た
め
の
費
用
を
、

所
得
や
資
産
の
状
況
に
応
じ
て
、
皆
様
に
公
平
に
負
担
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
す
。

●
税
負
担
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
に
…
…

　

税
務
課
で
は
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
、
納
期

限
内
に
納
付
が
な
か
っ
た
方
と
の
不
公
平
を
な
く
し
、
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
適
切
な
滞
納
整
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
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とは、各行政機関が税金などの滞納者からとは、各行政機関が税金などの滞納者から
差押えた財産を、インターネットを利用し差押えた財産を、インターネットを利用し

て、国税徴収法などに基づき売却(公売処分)する手続きの一部です。今後、中野市においても、て、国税徴収法などに基づき売却(公売処分)する手続きの一部です。今後、中野市においても、
これまでの債権及び不動産の差押えの他、動産(絵画など美術品、自動車、貴金属など)これまでの債権及び不動産の差押えの他、動産(絵画など美術品、自動車、貴金属など)についについ
ても差押えを実施し、このインターネット公売を利用して公売処分をすることになりました。ても差押えを実施し、このインターネット公売を利用して公売処分をすることになりました。

インターネット公売インターネット公売

１　インターネット公売ＵＲＬ

２　参加申込期間

　・参加申込開始　平成18年10月17日�

　・参加申込締切　平成18年11月１日�

３　入札期間

　・入札開始　平成18年11月８日�

　・入札締切　平成18年11月10日�

※インターネット公売に参加するには、インターネットを使
用できる環境が必要です。

※インターネット公売は、ヤフー株式会社のシステムを利用
するため、Yahoo!JAPAN IDの登録(無料)が必要です。(な
お、Yahoo!プレミアム会員の登録は必要ありません。)

※インターネット公売に参加する際は、実施行政機関ごとの
公売ガイドラインへの同意が必要です。

※その他、詳しくは中野市公式ホームページ内税務課ホーム
ページまたはインターネット公売のホームページをご覧く
ださい。

インターネット公売インターネット公売
予定予定スケジュールスケジュール

インターネット公売の注意事項インターネット公売の注意事項

◎市税に関するご相談はお早めに市役所税務課へ(� ２２－２１１１)
○市県民税・国民健康保険税・軽自動車税…課税係(内線２２５)
○固定資産税・都市計画税・償却資産…資産係(内線２２６)
○市税の納付・口座振替・インターネット公売…収納係(内線２２７)

税務課ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/city/zeimu/
インターネット公売ホームページ
http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

　

地
方
税
法
で
は
、
督

促
状
が
発
送
さ
れ
た
日

か
ら
起
算
し
て
、
十
日

を
経
過
し
た
日
ま
で
に

完
納
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
滞
納
者
の
財
産
を

差
押
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
定
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

■
滞
納
処
分 （
財
産
の
差
押
） ■

中野市における滞納処分執行件数

(※平成16年度においては、旧中野市
　 分のみの件数)

平成16年度平成17年度差押財産
７１件８０件預金差押
２９件４１件給料差押

１９件１８件その他の
債権差押

１１件８２件不動産
差　押

１３０件２２１件計

　

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の

公
平
性
を
保
つ
た
め
、
本
税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
り
ま

す
。
延
滞
金
は
、
地
方
税
法
で
年
率
十
四
・
六
㌫
と
定
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。（
な
お
納
期
限
か
ら
一
ヶ
月
の
間
は
、
前

年
十
一
月
末
日
に
お
け
る
公
定
歩
合
に
四
㌫
を
加
え
た
率
で
、

平
成
十
八
年
度
は
年
率
四
・
一
㌫
で
す
。）

■
延
滞
金
■

　

納
期
限
が
過
ぎ
て
も
納
付
が
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
地
方

税
法
に
よ
り
、
督
促
状
を
送
付
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
督
促

状
が
届
く
と
、
督
促
料
が
百
円
加
算
さ
れ
ま
す
。

■
督
促
状
■

http://koubai . auctions . yahoo . co. jp/
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少
子
化
対
策
の
観
点
も
踏
ま
え

た
給
付
の
充
実
を
図
る
た
め
、
出

産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
健
康
保

険
法
施
行
令
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
国
民
健
康

保
険
加
入
者
の
方
が
妊
娠
十
二
週

以
降
で
出
産
（
死
産
、
流
産
を
含

む
）
し
た
と
き
に
、
申
請
に
よ
り

支
給
す
る
出
産
育
児
一
時
金
の
額

を
、
十
月
一
日
以
降
の
出
産
か
ら

こ
れ
ま
で
の
三
十
万
円
を
三
十
五

万
円
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

　

申
請
さ
れ
る
方
は
、
保
険
証
、

中
野
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
皆
様
へ

月月月月月月月月月月月月月月月月
１１１１１１１１１１１１１１１１
日日日日日日日日日日日日日日日日
以以以以以以以以以以以以以以以以
降降降降降降降降降降降降降降降降
のののののののののののののののの
出出出出出出出出出出出出出出出出
産産産産産産産産産産産産産産産産
かかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららら

　

月
１
日
以
降
の
出
産
か
ら

1111111111111111000000000000000010
�
�
�
�
�
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母
子
健
康
手
帳
、
印
鑑
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
福
祉
課
国
保
医
療
係
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
９
６
）、豊
田

支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係
（�
�

３
１
１
１
内
線
１
２
１
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



新
垣
勉
コ
ン
サ
ー
ト

　

新
垣
勉
さ
ん
は
、
全
国
で
愛
と

命
の
大
切
さ
を
歌
い
続
け
、「
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
の
生
き
方
を
創
造
す
る

魂
の
テ
ノ
ー
ル
歌
手
」
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

深
く
澄
み
渡
り
、
人
々
の
心
に

安
ら
ぎ
と
勇
気
を
与
え
る
歌
声
を

ゆ
っ
く
り
と
聴
い
て
み
ま

せ
ん
か
。

期
日　

十
一
月
二
日�

時
間　

午
後
六
時
三
十
分

開
演
（
午
後
六
時
開
場
）　

会
場　

中
野
市
市
民
会
館

ホ
ー
ル

入
場
料
《
晋
平
・
辰
之
メ

モ
リ
ア
ル
特
別
料
金
》
全
席
自
由

前
売
券　

大
人　

二
千
円　

高
校
生
以
下　

千
円

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
推
進
係
（�
�
２
１
１
１
内

線
３
０
７
）

����

発
売
中

①介護保険における負担について
　介護保険事業は、税金等の公費のほか、皆さんからいただく介
護保険料、サービス利用料の一割、施設サービス等における食費
居住費等で運営を行っております。
　それぞれの負担額等については、世帯員の住民税の課税状況や
本人の収入金額等に配慮し、別表のとおり設定されています。
※食事・居住費負担限度額の適用を受けるには、介護保険負担限度
　額認定申請書の提出をし、認定証の交付を受けなければなりません。
②福祉用具貸与が変わりました
　平成18年４月から介護保険制度が変わり、要支援１、要支援２
および要介護１(軽度者)の方への「車いす」、「特殊寝台」、「床ず
れ防止用具」、「体位変換器」、「認知症老人徘徊感知機器」、「移動
用リフト」の貸与についての介護保険での保険給付は、一定の条
件に該当する方だけとなっています。詳しくは健康長寿課介護保
険係またはケアマネージャーまでご相談ください。
問い合わせ先　市役所健康長寿課介護保険係（��２１１１内線３６５）

利用者負担関係保険料負担

収入状況
食費・居住費負担限度額高額介護サー

ビス費保険料
年額

保険料
段階

居住費
食費 ユニット

型準個室
ユニット
型個室

多床
室

従来型
個室

個人の
上限

世帯の
上限

490円820円0円490円 
 （320円）

300
円

15,000
円

15,000
円16,460

円
第１段
階

生活保護受給者
の方

世帯全員
が住民税
非課税

490円820円0円490円
 （320円）

300
円

15,000
円

24,600
円

老齢福祉年金受
給者の方

490円820円320
円

490円
 （420円）

390
円

15,000
円

24,600
円

22,640
円

第２段
階

合計所得金額と課税年金収入
額の合計が80万円以下の方

1,310
円

1,640
円

320
円

1310円
（820円）

650
円

24,600
円

24,600
円

30,870
円

第３段
階

第２段階に該当
しない方

施設との契約に基づく額

施設
との
契約
に基
づく
額

37,200
円

37,200
円

41,170
円

第４段
階

本人は住民税非
課税の方

世帯員に住民税
課税者がいる

51,460
円

第５段
階

合計所得金額が
200万円未満の方

本人住民
税課税

69,980
円

第６段
階

合計所得金額が200万円
以上400万円未満の方

82,340
円

第７段
階

合計所得金額が
400万円以上の方

土
人
形
の
里

��������������������������������������������������������������������������������										









����������

��������	
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中
野
市
は
、
流
入
経
路
も
特
徴

も
異
な
る
二
系
統
の
土
人
形
が
昔

な
が
ら
の
伝
統
技
法
で
現
在
も
制

作
さ
れ
て
い
る
、
全
国
に
他
に
類

を
見
な
い
地
域
で
す
。

　

皆
さ
ん
に
土
人
形
の
愛
ら
し
さ

と
素
朴
さ
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た

め
、
土
人
形
絵
付
け
コ
ン
テ
ス
ト

を
行
い
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

対
象
者　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

方
ま
た
は
市
内
の
事
業
所
、
学
校

に
通
勤
、
通
学
し
て
い
る
方 

応
募
点
数　

一
人
一
点

※
十
月
一
日
以
降
に
製
作
し
た
自

　

作
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

応
募
料　

無
料
（
た
だ
し
、
材
料

費
と
し
て
人
形
代
百
円
は
別
途
ご

負
担
い
た
だ
き
ま
す
）

部
門

■
小
学
校
低
学
年(

以
下)

の
部

■
小
学
校
高
学
年
の
部

■
中
高
生
の
部

■
一
般
の
部

応
募
締
切　

平
成
十
九
年
一
月
三

十
一
日�
ま
で

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

日
本
土
人
形
資
料
館
（�
�
０
７

３
０
）、市
役
所
商
工
観
光
課
観
光

係
（�
�
２
１
１
１
内
線
２
５
９
）

信
州
中
野

▼別表

について介 護 保 険

※居住費の（　）内の金額は、介護老人福祉施設に入所またはショートステイを利用した場合の額です
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●
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
な
る
た
め
に
は
？

　

県
の
指
針
に
基
づ
き
、「
持
続
性
の

高
い
農
業
生
産
方
式
の
導
入
に
関
す

る
計
画
」
を
作
成
し
、
長
野
県
知
事

に
申
請
し
ま
す
。
な
お
、
計
画
書
で

は
、
県
の
指
針
に
あ
る
品
目
ご
と
に

「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
」

を
導
入
す
る
計
画
を
立
て
、
土
壌
診

断
結
果
を
添
付
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

●
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
と
は
？

　

「
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産
方
式
」

と
は
、
堆
肥
等
を
活
用
し
た
土
づ
く

り
と
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使
用

の
低
減
を
一
体
的
に
行
う
農
業
生
産

方
式
を
い
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
省

令
お
よ
び
県
が
指
定
し
た
、「
土
づ
く

り
技
術
」、「
化
学
肥
料
低
減
技
術
」、

「
化
学
農
薬
低
減
技
術
」
の
三
区
分

の
技
術
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
以
上
の

技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
。

●
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
に
な
る
と
？

　

『
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
マ
ー
ク
』
が

使
え
る
よ
う
に
な
り
、
シ
ー
ル
、
包

装
容
器
、
名
刺
な
ど
に
表
示
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
持
続
性

の
高
い
農
業
生
産
方
式
」
の
導
入
に

必
要
な
機
械
･
資
材
の
購
入
な
ど
に

際
し
て
、
農
業
改
良
資
金
の
貸
し
付

け
に
お
い
て
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

た
り
、
農
業
機
械
の
取
得
や
リ
ー
ス

で
税
制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

農
業
は
本
来
、
自
然
の
力
を
利
用
し
て
作
物
を
生
産
す
る
と
い
う
、
自
然
と
の

共
生
に
よ
り
成
り
立
っ
て
き
ま
し
た
が
、
近
年
、
農
業
生
産
活
動
に
伴
う
環
境
へ

の
負
荷
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

都
道
府
県
で
は
、
環
境
へ
の
負
荷
軽
減
に
配
慮
し
た
農
業
に
取
り
組
も
う
と
す

る
農
業
者
を 「
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
」と
し
て
認
定
し
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
市
内

で
は
平
成
十
八
年
三
月
末
現
在
、 二
百
六
十
一
人
の
方
々
が
認
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

 「
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
」 を

は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

経過措置農薬が使用できなくなりました！ 住宅地等における農薬使用について

　

住
民
か
ら
農
薬
散
布
に
関

し
て
相
談
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
可
能
な
限
り
代
替
方
法

や
時
間
帯
変
更
等
の
対
策
を

講
じ
、
お
互
い
の
理
解
の
う

え
で
実
施
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

農薬の使用にご注意を！農薬の使用にご注意を！農薬の使用にご注意を！ 農薬

　

農
薬
を
散
布
す
る
場
合
は
、
ラ

ベ
ル
に
記
載
さ
れ
て
い
る
使
用
基

準
の
遵
守
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

周
辺
環
境
（
人
、
周
辺
動
植
物

等
）
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。
住

宅
地
等
に
隣
接
し
た
場
所
で
の
防

除
の
際
は
、
次
の
点
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

①
農
薬
の
容
器
ラ
ベ
ル
の
記
載
事

項
を
守
り
、
安
全
使
用
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

②
農
薬
に
よ
る
防
除
だ
け
で
な
く
、

生
物
的
防
除
、
物
理
的
防
除
等
、

農
薬
散
布
を
減
ら
す
防
除
方
法

を
積
極
的
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
農
薬
散
布
は
、
粒
剤
な
ど
の
飛

散
の
少
な
い
農
薬
や
ノ
ズ
ル
を

使
用
し
た
り
、
時
間
帯
や
風
向

き
に
も
十
分
注
意
し
、
農
薬
の

飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

④
必
要
に
応
じ
、
隣
接
す
る
住
民

に
対
し
て
、
散
布
予
定
日
時
等

の
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
十
五
年
三
月
に
改
正
農
薬

取
締
法
が
施
行
さ
れ
、
登
録
の
な

い
農
作
物
へ
の
農
薬
の
使
用
が
禁

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
ネ
ク
タ
リ
ン

や
ズ
ッ
キ
ー
ニ
な
ど
、
生
産
量
が

少
な
か
っ
た
り
特
定
の
地
域
だ
け

で
生
産
さ
れ
て
い
る
農
産
物
（
い

わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ー
作
物
）
等
に
つ

い
て
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
農
薬

が
少
な
く
生
産
に
支
障
を
き
た
す

恐
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
登
録
農
薬
を
拡
大

整
備
す
る
間
の
経
過
措
置
と
し
て
、

農
林
水
産
大
臣
に
よ
り
承
認
さ
れ

た
「
経
過
措
置
農
薬
」
に
つ
い
て

は
一
定
の
期
間
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
本
県

で
承
認
さ
れ
て

い
た
経
過
措
置

農
薬
に
つ
い
て

は
、
す
べ
て
平
成
十
八
年
七
月
末

日
で
承
認
取
り
消
し
と
な
り
使
用

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

使
用
で
き
な
く
な
っ
た
農
薬
を

誤
っ
て
使
用
す
る
と
、
農
薬
取
締

法
の
農
薬
使
用
基
準
遵
守
違
反
に

な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
代
替
薬
剤
な
ど
の
情
報

に
つ
い
て
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農薬・エコファーマーについてのお問い合わせは…
市役所農政課振興係（�（22）2111内線253）まで

　

市
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。
エ
コ
フ
ァ

ー
マ
ー
に
な
る
た
め
の
手
続
き
等

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
す
の
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
受
講
し
て
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日　

十
一
月
二
十
七
日�

時
間　

午
後
二
時
か
ら

会
場　

市
民
会
館　

号
会
議
室

41

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
十
一

月
十
七
日�
ま
で
に
農
政
課
振
興

係
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
講
習
会

に
つ
い
て
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売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
よ

り
多
く
の
皆
さ
ん
に
中
野
市
産
農

産
物
の
応
援
団
に
な
っ
て
い
た
だ

く
た
め�
お
い
し
い
年
賀
状�
を

販
売
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆
さ
ん

に
年
賀
状
を
購
入
し
て
い
た
だ
き

年
賀
状
を
受
け
と
っ
た
方
が
抽
選

で
「
中
野
市
産
き
の
こ
」
が
当
た

る
と
い
う
も
の
で
す
。

販
売
価
格　

一
枚
五
十
円

（
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
ハ
ガ
キ
）

販
売
予
約　

購
入
申
込
書
に
所
定

の
事
項
を
記
入
し
、
中
野
市
振
興

公
社
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
可
）

　

販
売
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
予
約
は
お
早
め
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
市
役
所
総
合
案

内
窓
口
、
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
窓
口
、
中
野
市
振
興
公
社
に

あ
り
ま
す
。

購
入
申
込
期
限　

十
月
二
十
五
日

�
必
着

年
賀
ハ
ガ
キ
お
渡
し
時
期　
　

十
一
月
下
旬

当
選
商
品　

中
野
市
産
き
の
こ
詰

合
せ 
三
十
セ
ッ
ト

抽
選
と
当
選
発
表　

一
月
下
旬
に

抽
選
を
行
い
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
お
よ
び
広
報
な
か
の
で
当
選
番

号
を
発
表
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

賞
品
受
取
方
法
等
を
掲
載
し
ま
す
。

年
賀
ハ
ガ
キ
の
予
約
は
…

中
野
市
振
興
公
社
（��
２
１
１
１

内
線
２
９
９
、
Ｆ
Ａ
Ｘ�
８
４
２
２
）

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

（�
�
２
１
１
１
内
線
３
８
１
）

��������	
������������	
���
〈ハガキの裏〉

※これはイメージです。

見本
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予約販売 し ま す 

　

十
月
十
六
日�
か
ら
二
十
二
日

�
ま
で
の
一
週
間
は
、「
秋
の
行
政

相
談
週
間
」
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
国
や
県
、
市
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い
て

の
苦
情
や
要
望
・
意
見
な
ど
を
皆

さ
ん
か
ら
お
聴
き
し
て
、
そ
の
解

決
や
実
現
を
目
指
す
制
度
で
、
総

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政

相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
る
も
の

で
す
。

　

市
で
は
秋
の
行
政
相
談
週
間
に

あ
わ
せ
て
、
次
の
日
程
で
巡
回
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�

期
日　

十
月
十
八
日�

時
間　

午
後
一
時
か
ら
四
時

会
場　

北
部
公
民
館

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
庶
務
課
庶
務
文
書
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
１
１
）

行
政
相
談
委
員

西
澤
君
生
さ
ん
（
新
保
）

山
田
忠
延
さ
ん
（
柳
沢
）

�
�
�
�
�

期
日　

十
月
十
八
日�

時
間　

午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分

会
場　

永
田
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン　

問
い
合
わ
せ
先

豊
田
支
所
総
務
課
庶
務
係

（�
�
３
１
１
１
内
線
１
１
６
）

行
政
相
談
委
員

松
野
冨
子
さ
ん
（
永
江
）

巡
回
行
政
相
談
所
開
設

　

月
一
回
、
中
野
地
域
で
は
市

民
会
館
で
、
豊
田
地
域
は
豊
田

支
所
に
お
い
て
、
行
政
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

月　

日�
〜　

日�

10

16

22

��������	


　

中
野
市
の
市
街
地
は
、谷
街
道
・

草
津
街
道
が
交
差
す
る
要
衝
の
地

で
あ
り
、
古
く
か
ら
北
信
濃
の
中

心
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
街
道
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

歴
史
・
文
化
を
生
か
し
、
地
域
の

皆
さ
ん
に
よ
る
手
づ
く
り
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ

ａ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

九
斎
市
を
中
心
に
「
観
る
」「
買

う
（
市
）」「
食
べ
る
」「
楽
し
む
」

の
四
つ
を
柱
に
し
た
催
し
が
行
わ

れ
ま
す
。

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

期
日　

十
月
十
四
日�

時
間　

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時

　
　
　

音
楽
会
は
午
後
一
時
か
ら

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

周
辺

内
容　

九
斎
市
、
Ｔ
Ｈ
Ｅ
☆
若
者
ま
ち
な

か
音
楽
会
、
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
映
画
会
、

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
、
土
び
な
絵
付

け
・
わ
ら
馬
づ
く
り
体
験
、
一
茶

の
句
と
山
野
草
展
な
ど

主
催　

な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
実
行

委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
（�

�
２
１
１
１
内
線
２
７
２
）

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ななななななななななななななななななななななななななななななななかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかののののののののののののののののののののののののののののののののＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥＥｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｂｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｅｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓｓａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａ」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」 「な か の Ｅ ｂ ｅ ｓ ａ 」
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ べべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべべ ささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささえ べ さ

10月14日10月14日（土） （土）開催開催
　

江
戸
時
代
に
、
市
内
の
七
つ
の

街
道
に
人
が
行
き
交
い
、
発
展
し

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、そ
の
街
道
沿
い
の
自
然
・

歴
史
景
観
を
中
心
と
し
た
写
真
展

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

期
間　

十
月
十
五
日�
ま
で

※
十
月
十
日�
は
休
館

時
間　

午
前
十
時
か
ら
午
後
六
時

ま
で （
十
五
日
は
午
後
五
時
ま
で
）

会
場　

中
野
陣
屋
・
県
庁
記
念
館

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
景
観
・
美
化
推
進
協
議
会

（
市
役
所
都
市
計
画
課
内
（�
�

２
１
１
１
内
線
２
７
３
）

信州中野七街道景観展
～ふるさと再発見～
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昨
年
に
引
き
続
き
、
千
曲
川
周

辺
を
テ
ー
マ
に
し
た
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
三
十

点
ほ
ど
を
選
定
し
、
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。
皆
様
の
こ
れ
は
と
い

う
作
品
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
な
お
、
展
示
作
品
に
選

ば
れ
た
方
に
は
、
粗
品
を
お
送
り

い
た
し
ま
す
。

サ
イ
ズ　

四
ツ
切
（　

㍉
×　

㍉
）

254

305

応
募
方
法

・
千
曲
川
や
そ
の
周
辺
の
自
然
風

　

景
に
関
係
し
た
も
の
（
昔
に
撮

　

影
し
た
写
真
で
も
構
い
ま
せ
ん
）

　

で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
応
募

　

で
き
ま
す
が
、
一
人
二
点
ま
で
と

　

し
ま
す
。

・
写
真
プ
リ
ン
ト
と
一
緒
に
、
住

　

所
、
撮
影
者
氏
名
、
電
話
番
号
、

　

タ
イ
ト
ル
、
撮
影
年
月
、
撮
影

　

場
所
を
記
載
し
た
も
の
を
郵
送

　

ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

応
募
締
切　

十
月
三
十
一
日�
ま
で

注
意
事
項

・
合
成
な
ど
の
加
工
を
し
て
写
実

　

性
に
欠
け
る
作
品
は
受
け
付
け

　

で
き
ま
せ
ん
。

・
受
け
付
け
た
作
品
は
返
却
い
た

　

し
ま
せ
ん
。

・
郵
送
の
場
合
、
郵
送
中
に
起
き
た

　

作
品
の
事
故
、
破
損
に
つ
い
て
の

　

責
任
は
負
い
ま
せ
ん
の
で
包
装
は

　

厳
重
に
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３－

８
６
１
４　

中
野
市

三
好
町
一
丁
目
三
番
十
九
号　

市

役
所
環
境
課
環
境
係
（�
�
２
１

１
１
内
線
２
４
７
）、豊
田
支
所
市

民
環
境
課
市
民
環
境
係
（�
�
３

１
１
１
内
線
１
３
５
）

�
�
�
�
�
�
�
�
	



�
�
�
�
�
�
�
�
	



〜
我
が
家
の
料
理
大
集
合
！

〜

　

中
野
市
の
き
の
こ
を
使
っ
て
地

域
の
特
色
あ
る
食
材
や
季
節
の
旬

の
味
等
を
組
み
合
わ
せ
た
、
ア
イ

デ
ィ
ア
あ
ふ
れ
る
家
庭
料
理
レ
シ

ピ
を
募
集
し
ま
す
。

　

え
び
す
講
産
業
展
会
場
に
お
い

て
発
表
会
も
開
催
い
た
し
ま
す
の

で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
内
容　

我
が
家
の
き
の
こ
料

理
（
複
数
可
）

募
集
期
限　

十
月
二
十
三
日�

ま
で

応
募
資
格　

中
野
市
に
お
住
ま
い

か
市
内
へ
通
勤
通
学
の
方
（
で
き

れ
ば
発
表
日
当
日
に
料
理
提
供
が

可
能
な
方
）

応
募
条
件

・
食
材
は
中
野
の
き
の
こ
を
材
料

　

と
し
て
使
用
し
た
も
の

・
応
募
レ
シ
ピ
は
誰
で
も
使
用
で

　

き
る
こ
と

・
他
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
等
で
入

　

賞
し
た
も
の
で
な
い
も
の

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
料
理
の
名
前
、
レ
シ

ピ
を
記
入
し
、
写
真
ま
た
は
イ
ラ

ス
ト
を
添
付
（
Ｅ
メ
ー
ル
も
可
）

賞
品　

最
優
秀
作
一
点
：
台
北
の
旅
ご
招

待
（
一
組
二
名
様
）

優
秀
作
三
点
：
中
野
市
特
産
ギ
フ
ト

入
選
作
：
農
産
物
セ
ッ
ト

発
表
会　

十
一
月
十
一
日�

中
野
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て

主
催　

き
の
こ
消
費
拡
大
実
行
委

員
会

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
―
０
０
３
１　

中
野
市

南
宮
一
番
十
一
号　

市
役
所
売
れ

る
農
業
推
進
室
（�
�
２
１
１
１

内
線
３
８
１
）

Ｅ
メ
ー
ル

ureno@
city.nakano.nagano.jp

※
応
募
用
紙
は
豊
田
支
所
経
済
課

　

に
も
あ
り
ま
す
。

「「「「「「「「「「「「「「「「
交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通
死死死死死死死死死死死死死死死死
亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡亡
事事事事事事事事事事事事事事事事
故故故故故故故故故故故故故故故故
多多多多多多多多多多多多多多多多
発発発発発発発発発発発発発発発発
非非非非非非非非非非非非非非非非
常常常常常常常常常常常常常常常常
事事事事事事事事事事事事事事事事
態態態態態態態態態態態態態態態態
宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣宣
言言言言言言言言言言言言言言言言
」」」」」」」」」」」」」」」」

「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
宣
言
」

発
令
中

　

現
在
、「
交
通
死
亡
事
故
非
常
事

態
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
安
全
の

主
役
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
強
く

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
、

市
民
総
ぐ
る
み
で
家
庭
、
職
場
、

地
域
等
で
全
力
を
挙
げ
て
交
通
事

故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

こ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
日

が
短
く
な
っ
て
き
ま
す
。
夕
暮
れ

時
は
、
今
ま
で
よ
り
早
い
点
灯
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
飲

酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

��������	
�����
���
��������	
�����

　

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
）

は
自
賠
責
保
険
を
つ
け
る
こ
と

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
必
ず
自
賠
責
保
険

に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
原
動
機
付
自
転
車
は

車
検
制
度
が
な
い
た
め
、
自
賠

責
保
険
の
満
期
時
に
継
続
手
続

を
す
る
の
を
つ
い
忘
れ
て
し
ま

い
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

違
反
す
る
と
一
年
以
下
の
懲
役

ま
た
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
、

違
反
点
数
「
六
点
」
で
、
た
だ
ち

に
免
許
停
止
処
分
と
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
よ
く
確
認
し
て
、
期

限
切
れ
の
な
い
よ
う
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

期　　間　　10月11日�～10月20日�まで
《10月11日は「安全・安心なまちづくりの日」です》
スローガン　「登下校　安全見守る　地域の目
　　　　　　みんなで  つくろう  安心の街」
活動重点　　車上ねらいや自動
　　　　　　車盗難防止等のパ
　　　　　　トロールの強化

���������	
���

������������

������������

��������������

▲

９
月　

日
に
交
通
指
導
所
が
開
設
さ

21

　

れ
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
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収集日／年２回の市民大清掃の日に行っています。
　　　　(５月の第２日曜日と11月の第１日曜日の年２回)
収集場所／各区指定場所に排出してください。
ごみの種類
・乾電池（家電小売店などに設置してあるリサイクルボッ
クスでの回収も利用してください）

・蛍光管（円い蛍光管（サークル管）と、まっすぐな蛍光
管（直管）が対象です）

・グローランプ
・電球
・水銀体温計（デジタル式は
可燃ごみ）

・鏡（枠は、できるだけ取り
外して分別してください）

※蛍光管や鏡などは、割れた
ものでも収集しますが、排
出の際はけがをしないように注意してください。

　

秋
の
味
覚
、
り
ん
ご
の
収
穫
期

を
迎
え
ま
し
た
。り
ん
ご
に
は「
一

日
一
個
の
り
ん
ご
は
医
者
い
ら
ず
」

と
い
わ
れ
る
ほ
ど
栄
養
価
が
あ
り
、

食
物
の
消
化
、
吸
収
、
燃
焼
を
助

け
る
カ
リ
ウ
ム
、
ペ
ク
チ
ン
、
り

ん
ご
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
り
ん
ご
の

皮
は
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が
豊
富

に
含
ま
れ
、
皮
ご
と
食
べ
て
ほ

し
い
果
物
の
一
つ
で
す
。

　

今
月
は
、
り
ん
ご
を
使
っ
た

簡
単
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。

お
や
つ
に 「
簡
単
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
」 は
い
か
が
で
す
か
？

簡単！アップルパイの作り方

　

長
野
市
在
住
の
水
彩
画
家
西
沢

今
朝
夷
先
生
か
ら
中
野
市
に
百
十

八
点
の
水
彩
画
を
ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た

作
品
を
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
に
鑑

賞
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
十
月
五

日
、
北
信
濃
ふ
る
さ
と
の
森
文
化

公
園
創
造
館
に
常
設
展
示
室
を
設

け
、「
ふ
る
さ
と
の
記
憶 
西
沢
今

朝
夷
水
彩
画
展
示
室
」
を
開
設
し

ま
し
た
。

　

西
沢
先
生
は
、
一
水
会
展
、
県

展
等
で
受
賞
を
重
ね
、
北
信
濃
の

風
土
な
ど
色
鮮
や
か
な
風
景
を
描

き
続
け
て
い
ま
す
。
文
化
公
園
創

造
館
で
は
市
内
を
含
む
北
信
地
域

一
帯
を
描
い
た
秀
作
を
多
数
展
示

し
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
館
時
間

・
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

（
三
月
か
ら
十
一
月
の
期
間
）

・
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

（
十
二
月
か
ら
二
月
の
期
間
）

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
（
休
館
日

が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、年
末
年
始

入
館
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

歴
史
民
俗
資
料

館
（�
�
２
０
０
５
）

 「
ふ
る
さ
と
の
記
憶 

西
沢
今
朝
夷
水
彩
画
展
示
室
」 オ
ー
プ
ン

�
「
水
門
の
あ
る
風
景
」

　

池
田
定
榮
さ
ん
（
新
保
・
再
任
）、

佐
野
茂
さ
ん
（
金
井
・
再
任
）、
上

野
善
久
さ
ん
（
柳
沢
・
新
任
）、
森

山
伸
子
さ
ん
（
永
江
・
新
任
）
が
、

法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
十
月

一
日
か
ら
三
年
間
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
他
に
、
町
田

進
治
さ
ん
（
中
町
）、
須
原
政
子

さ
ん
（
東
松
川
）、
土
屋
ひ
ろ
子

さ
ん
（
一
本
木
）、
畔
上
勢
津
子

さ
ん
（
片
塩
）、
深
澤
舜
英
さ
ん

（
上
今
井
）
が
委
嘱
さ
れ
、
地
域

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動

　

地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も

し
、
人
権
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、

そ
の
相
談
を
受
け
る
と
と
も
に
、

被
害
救
済
の
た
め
速
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
り
ま
す
。

　

ま
た
、
街
頭
啓
発
な
ど
を
通
じ

て
、
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
活

動
に
努
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
人
権
政
策
課
調
整
係

（�
�
２
１
１
１
内
線
２
４
６
）

人
権
擁
護
委
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

�

�

�

�

���������

���������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
�
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�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

①
フ
ラ
イ
パ
ン
に
短
冊
で
薄
く
切
っ
た
り
ん
ご
と
砂

糖
、
バ
タ
ー
、
水
を
入
れ
、
り
ん
ご
が
し
ん
な
り

す
る
ま
で
炒
め
ま
す
。

②
パ
イ
シ
ー
ト
は
４
等
分
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
等
で
穴

を
数
カ
所
あ
け
る
。

③
オ
ー
ブ
ン
を
２
０
０
度
に
予
熱
す
る
。

④
パ
イ
シ
ー
ト
に
り
ん
ご
を
並
べ
て
、
２
０
０
度
の

オ
ー
ブ
ン
で
約　

分
焼
く
。

15

�������

　りんご／１個（りんご
は紅玉がおすすめですが
こだわらなくてもよい）
砂糖／大さじ１弱、バタ
ー／小さじ１、水／少々、
パイシート／２枚
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市
で
は
、
今
進
め
ら
れ
て
い
る

一
本
木
公
園
の
拡
張
部
分
に
、
オ

ー
ナ
ー
バ
ラ
園
の
整
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

前
回
、
中
野
市
在
住
、
在
勤
の

方
を
対
象
に
、
第
五
期
バ
ラ
オ
ー

ナ
ー
の
募
集
を
行
い
ま
し
た
が
、

市
外
の
方
か
ら
加
入
し
た
い
と
の

要
望
が
あ
り
、
一
本
木
公
園
バ
ラ

の
会
で
は
、
た
だ
今
、
二
次
募
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ラ
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
た
め
に

は
、
一
本
木
公
園
バ
ラ
の
会
に
加

入
し
、
バ
ラ
の
苗
木
を
一
株
購
入

の
う
え
、
市
に
寄
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
お
友
達
等
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
バ
ラ
オ
ー

ナ
ー
に
な
り
、
オ
ー
ナ
ー
バ
ラ
園

の
管
理
を
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　

バ
ラ
に
思
い
を
寄
せ

る
方
で
一
本
木
公
園
バ
ラ
の
会
に

加
入
し
、
維
持
管
理
等
を
お
手
伝

い
し
て
い
た
だ
け
る
方
（
市
外
の

方
も
ご
応
募
で
き
ま
す
）

応
募
期
限　

十
月
三
十
一
日�
ま
で

応
募
方
法　

指
定
す
る
応
募
用
紙

を
一
本
木
公
園
バ
ラ
の
会
事
務
所

ま
で
封
書
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
用
紙
は
、
事
務
所
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

募
集
人
数　

七
十
人

（
お
一
人
一
苗
と
な
り
ま
す
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

募
集
結
果　

十
二
月
中
旬
ま
で
に
、

本
人
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

一
本
木
公
園
バ
ラ
の
会

〒
３
８
３
―
０
０
１
２　

中
野
市

大
字
一
本
木
四
七
九
番
地
二
五

（�
�
４
７
８
０
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
都
市
計

画
課
監
理
計
画
係
（�
�
２
１
１

１
内
線
２
６
９
）

■
入
会
金　

八
千
円

 （
苗
木
代
、 初
年
度
年
会
費
含
む
）

■
年
会
費　

千
五
百
円

※
会
が
年
間
行
う
管
理
作
業
に
、

三
回
以
上
参
加
い
た
だ
け
な

い
会
員
は
、
年
会
費
と
は
別

に
管
理
委
託
費
（
一
万
円
）

が
か
か
り
ま
す
。

一本木公園バラの会

一
本
木
公
園

第
五
期
バ
ラ
オ
ー
ナ
ー
募
集

二
次

募
集

　

田
麦
区
で
は
、�
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
の
宝
く
じ
助
成
金
に
よ
る

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝

く
じ
普
及
広
報
事
業
）
の
助
成
を

受
け
て
、
獅
子
頭
、
太
鼓
、
公
会

堂
備
品
な
ど
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

同
区
で
は
、
春
、
秋
祭
り
を
区

民
総
参
加
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
祭
り
道
具
の
獅
子
頭
な

ど
が
老
朽
化
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

公
民
館
講
演
会
等
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
机
等
公
会
堂
の
備
品
も

破
損
が
進
み
、
こ
れ
も
新
調
が
望

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
一

般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
助

成
を
受
け
て
新
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
助
成
に
よ
り
、
こ
の
地
域

に
長
く
続
い
て
き
た
伝
統
を
将
来

に
わ
た
っ
て
伝
承
し
、
地
域
自
治

と
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興

が
一
層
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に
よ
り

田
麦
区
で

等
を
整
備

獅

子

頭

太

鼓

公
会
堂
備
品

�
新
調
さ
れ
た
獅
子
頭
な
ど

犬の飼主の皆様へ犬の飼主の皆様へ
飼犬は生涯一回の登録と、毎年一回の狂犬病予防
注射を受けることが法律で義務付けられています。
まだお済みでない方は早めに実施してください。

���������	�
�����

���

問い合わせ先　市役所環境課衛生係（� （22） 2111内線245）
　　　　　　  豊田支所市民環境課市民環境係

　　        （� （38） 3111内線135）  

���世界中のほとんどの国で、現在も発生して
います。東南アジアを中心に年間約３～５万人が命を落
としています。

����　　　　　　　　日本は動物輸入大国です。
また、外国との貿易が盛んになり、貨物船などで狂犬
病に感染した動物が運ばれて来るおそれがあります。

��������	
������������

人間を含む哺乳動物の病気です。　　人間を含む哺乳動物の病気です。
発症すると死に至るとても恐ろしい病気です。発症すると死に至るとても恐ろしい病気です。

もう、 発生していないのでしょう？

犬だけの病気でしょう？

でも、 日本で発生することはないのでしょう？

宝くじは、 広く社会に
役立てられています。

宝 く じ は
豊かさ築く
チカラ持ち。
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高
年
齢
者
が
生
涯
に
わ
た
り
、

社
会
の
一
員
と
し
て
役
立
つ
こ
と

は
健
康
の
維
持
、
増
進
を
も
た
ら

し
ま
す
。
多
様
な
社
会
活
動
に
参

加
す
る
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
を
築
き
上
げ

る
た
め
、
大
切
で
重
要
な
こ
と
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役

割
は
、
そ
の
点
に
あ
り
、
ま
た
、

働
く
こ
と
を
通
じ
て
高
齢
者
の
健

康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活
を
実

現
し
、
ひ
い
て
は
医
療
・
介
護
の
財

政
軽
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
の
会
員
は
、
福
祉
の

受
身
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
積

極
的
に
「
社
会
の
担
い
手
」
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
、
地
域
社
会
に
密
着

し
た
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
に
こ
た
え
た

就
業
を
通
し
て
、
自
ら
の
い
き
が
い
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
会
員
を
始
め
関
係

者
の
熱
意
と
努
力
に
よ
り
地
域
の

方
々
に
大
変
好
評
で
す
。

◎
法
律
に
基
づ
く
、
公
益
的
・
公

共
的
な
団
体
で
す
。

◎
中
野
市
と
山
ノ
内
町
の
広
域
で

設
置
し
て
い
ま
す
。

◎
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
原
則

六
十
歳
以
上
の
方
が
会
員
と
し

て
登
録
し
ま
す
。

◎
自
主
的
な
会
員
組
織
で
事
業
の

運
営
に
参
画
し
ま
す
。

◎
会
員
は
引
き
受
け
た
仕
事
を
完

成
ま
た
は
遂
行
し
、
そ
の
仕
事

の
内
容
に
よ
っ
て
配
分
金
を
受

け
取
り
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
早
わ
か
り

　

た
だ
い
ま
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
退
職
さ
れ
た
方
等

で
仕
事
に
意
欲
の
あ
る
会
員
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
た
豊
か
な
第
二
の
人
生
を
送
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

�

�

�

�

������

������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

シルバー人材
　　    センターは
さまざまな仕事を
　お受けしています。

�（�） ��������	
���
中央二丁目１番36号 〈信濃中野郵便局前〉
� （23） ０４６８　Ｆ Ａ Ｘ （23） ００４１

○短期間・またはちょっと｢こんな仕事をしてほしい｣、
そんな時、まずお気軽にご連絡ください。できる限り、
ご要望におこたえさせていただ
  きます。

平成１７年度実績

会 員 数　 　　１,００４名

受注件数 　　　４,１８９件

契約金額 ５１５,４９６千円

植木の剪定・冬囲い・片付け・運搬・襖、障子の張替え
・表装・ペンキ塗り・大工仕事・左官仕事・植木の消毒

技能業務

草取り・草刈り・清掃・
除雪・きのこ作業手伝い
・農作業手伝い

軽作業 専門技術
経理事務・自動車運
転・パソコン・看護
師・各種講師

駐車場管理・施設管理・
日直・宿直・倉庫管理

管理業務

配達・販売・催し物準備
・片付け・ポスター貼り
・チラシ配り

諸業務

遺跡発掘・ホテル、
旅館業務・家事援助
・介護

サービス業

一般事務・宛名書き
・賞状書き・式次第
書き

事務筆耕

セ
ン
タ
ー
の
役
割

写真はボランティア活動で
汗を流す会員
  地域に密着した活動を
　しています

�
�
�
�
�
�
�
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�　職員の任免と職員数に関する状況
①部門別職員数の状況と主な増減理由

対前年
増減数

職　員　数部　　門 平成18年平成17年
０５５議 会

一般
行政
部門

０8484総 務 企 画
△１2425税 務
△２147149民 生
２3230衛 生
０３３労 働
△１2829農 林 水 産
△１1112商 工
△３3740土 木
△６371377　小　計
２5957教 育特別行

政部門 ２5957　小　計
△１1516水 道公営企

業等会
計部門

△３1518下 水 道
６2014そ の 他
２5048　小　計
△２480482合　　計

（各年４月１日現在）

増減理由：主な増員理由は、文化施設建設準備室、地域包括支援セン
　　　　　ターの新設、子育て支援の充実等であり、減員理由は指定
　　　　　管理者制度活用によるもの等であります。
（注）職員数は、一般職に属する職員。地方公務員の身分を持つ休職
　　　者、派遣職員などを含みます。臨時及び非常勤職員を除きます｡

②採用職員と退職職員
退職者数採用者数区　分
7人5人中野市

（注）採用者数はH１8.4.1の採用者数であり、
      退職者数は、H17.4.1～H18.3.31の
      期間の退職者数です。

�　職員の給与の状況
①人件費と職員給与費の状況
（ア）人件費の状況  (平成17年度普通会計決算）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

人件費
（Ｂ）

歳出額
（Ａ）

住民基本台帳
人口（年度末）

％
19.94

千円
3,544,305

千円
17,772,301

人
48,536

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬
　　　を含みます。

（イ）職員給与費の状況

共済費
１人当たり給与費

（Ｂ／Ａ）
給　与　額職員数

（Ａ） 計　Ｂうち期末･
勤勉手当職員手当給料

千円
429,633

千円
5,990

千円
2,545,785

千円
457,051

千円
868,775

千円
1,677,010

人
425

（注１）職員手当には､退職手当を含みません。
（注２）給与費は当初予算に計上された額です。

②職員の平均給料・給与月額と平均
　年齢の状況（平成１8年４月1日現在）

平均年齢
平均給料
月額

職種

歳
41.5

円
313,600

一般行政職

③職員の初任給と経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成18年４月１日現在）

経験年数
35年以上

経験年数
30年～35年

経験年数
25年～30年

経験年数
20年～25年

経験年数
15年～20年

経験年数
10年～15年初任給採用職種

円
424,500

円
410,500

円
391,100

円
362,400

円
320,200

円
276,700

円
170,200

大学卒一　般

410,200385,500356,200330,800269,800231,200138,400高校卒行政職

④職務上の地位別職員数の状況　　　　　　　　　　　 （平成18年４月１日現在）

計

７級６級５級４級３級２級１級区　分

参事幹
参　　事
部　　長

課　　長
次　　長
室　　長

主　　幹
技　　幹
課長補佐

主任主事
主任技師
主　　査
副主幹
副技幹
係　　長

主　　事
技　　師

主事補
技師補
主事・技師

標準的な
職務内容一般

行政職
30692429471176119職員数(人)

100.02.97.89.515.438.319.96.2構成比(％)

※平成18年4月1日から平成19年3月31日の間
　次のとおり一般職の給料の減額を実施して
　おります。
　左表④の1級及び2級在級の職員　　　　　１％
　　　　　3級、4級及び5級在級の職員　　 ３％
　　　　　6級及び7級在級の職員　　　　　５％

⑤職員手当の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年４月１日現在）

勧奨定年
27.3月分
42.12月分
59.28月分
59.28月分

自己都合
21.00月分
33.75月分
47.50月分
59.28月分

退職手当
勤続２０年
勤続２５年
勤続３５年
最高限度
その他特例

勤勉
0.725月分
（0.9２５月分）
0.725月分
（0.9２５月分）
1.45月分
（1.85月分）

期末
1.4月分
（1.2月分）
1.6月分
（1.4月分）
3.0月分
（2.6月分）

期末・勤勉手当
　６月期

（特定幹部職員）
１２月期

（特定幹部職員）
合　計

（特定幹部職員）
※職務上の段階、職務の級等によ
　り加算措置有

退職時特別昇給　　なし

その他、住居手当、通勤手当、管理職手当、寒冷地手当、扶養手当、日宿直手当、時
間外勤務手当等があります。
※管理職手当について、平成18年4月1日から平成21年3月31日の間支給額の10％を減
　額しております。
※特殊勤務手当について、平成18年4月1日から9種類の特殊勤務手当のうち、福祉業務
　手当、給食調理業務手当、除雪作業手当等7種類の手当を廃止しました。

⑥特別職の報酬などの状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （平成１８年４月１日現在）

期末手当支給割合報酬月額区　　分特例給料月額給料月額区　　分

 6月期　　1.6月
12月期　　1.7月計　3.3月分
※　期末手当支給額算出時に給料･報酬額
　　に100分の40の加算措置有

円
413,000

議長
円

801,000
円

890,000
市長

343,000副議長653,400726,000助役

315,000議員
581,400646,000収入役

559,800622,000教育長

（注）特例給料月額・・・平成18年4月1日から平成21年4月23日までの間、給料月額の10％を減じた額を支給します。

中野市の人事行政の中野市の人事行政の
運営等の状況を公表します運営等の状況を公表します

（平成18年度普通会計予算）
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�　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
職員の勤務時間は1日8時間、週40時間であり、原則、始業時間が午前8時30分、終業時間が午後5時15分（H18.10.1から午後５時30分）です。
また、休暇等の種類には、年次休暇、療養休暇、ボランティア休暇、特別休暇（公民権の行使、職員の結婚・出産、忌引等）、介護休暇、
組合休暇、育児休業があります。なお、年次休暇の取得状況及び育児休業の取得状況は次のとおりです。

①年次休暇取得状況　
8.7日平均取得日数

（注）年次休暇の平均取得日数は、
　　　平成17年1月1日から12月31日
　　　までの一人当たりのものです。

②育児休業の取得状況（平成１7年度）
取得期間取得者数

6ヶ月超え1年以下女男
人

13
人

13
人

0 （注）年度中に新たに取得した職員数です。

�　職員の分限と懲戒処分の状況
分限処分者数及び懲戒処分者数　

懲戒処分者分限処分者
小計戒告減給停職免職小計降格降任休職免職
人
1

人
1

人
0

人
0

人
0

人
4

人
0

人
0

人
4

人
0

○分限処分
　　職員がその職責を十分に果たすことが出きない場合に行われる処分で公務
　　能率の維持を目的としてなされます。
○懲戒処分
　　職員の一定の義務違反に対する道義的責任を問うための処分で、公務にお
　　ける規律と秩序を維持することを目的としてなされます。

�　職員の服務の状況
職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、全力で職務遂行しなければいけません。
職務の遂行にあたって職員が守るべき義務は次のとおりです。
①職務命令等に従う義務　　　②信用失墜行為の禁止　　　③守秘義務　　　④職務専念義務　　　⑤政治的行為の制限　　　
⑥争議行為等の禁止　　　⑦営利企業等の従事制限

�　職員の研修と勤務成績の評定の状況
①研修開催状況　　

その他研修独自研修
人

52
件

14
人

1,581
件

13

（平成１7年度）

（注）　受講者数はのべ人数であります。

平成18年度研修計画
内　              容区　分

新規採用職員研修、市民満足度向上研修、人権教育研修、交通安全講習、対人関係能
力向上研修（保育士研修）、中堅職員体験研修、人事制度研修（目標管理･人事評価）独自研修

行政管理研修、主査研修、管理者研修、財務会計事務研修、税務職員新任研修、行政
企画力研修、一般行政職員研修、新規採用職員研修、中堅行政職員研修、政策法務研修、
専門実務研修、政策実務研修

市以外が
主催する
研修会

②勤務成績の評定の状況
人事及び昇給・手当へ反映させるための人事評価制度について、平成20年度本格導入に向けて現在構築中であり、平成18年度から
試行を行っております。

�　職員の福祉と利益の保護の状況
①　公務災害等の概要　
　公務上、通勤途上の災害により、負傷等または死亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一定の補償が行われます。
②　福利厚生制度　
　職員の福利厚生制度として、地方公務員法第42条の規定に基づき、中野市職員互助会を設置し各種事業を実施しています。この互
助会は、職員からの会費と市の補助金などで運営されています。
　また、職員の共済制度は、地方公務員等共済組合法に基づき、職員と市において分担・拠出する財源により、厚生年金、国民年金、
健康保険及び国民健康保険と同様の社会保険制度です。

�　その他市長が必要と認める事項
①定員適正化計画
　平成18年4月1日から平成22年4月1日までの5年間を数値目標の設定期間とする「中野市定員適正化計画」を策定しました。
　この計画は、「中野市行政改革大綱と実行計画（集中改革プラン）」に反映しスリムで効率的な行政運営の構築による職員数の抑制を進めます。
　なお、詳細については中野市ホームページで公表しております。
　○目標（数･率）・・・平成22年4月1日における職員数は445人とする。これは平成17年4月1日現在の職員数482人から37人（7.7％）を減員
　　したものになります。
　○年度別採用計画

計2120191817年　　　　度
521117996退職予定者数計 

画
1524135採用予定者数
△37△9△13△8△6△1増 減 員 数 

△2増 減 員 数 実
績 480482職　 員 　数

（人）

（注1）　各年度、退職予定者は3月31日、採用予定者　
　　　　は翌年度の4月1日現在における職員数
（注2）　実績欄の職員数は、各年度4月1日現在の職　
　　　　員数

②嘱託･臨時職員の状況
�　嘱託員･臨時職員数

職員数区　分 その他小・中学校関係保育園関係
人

79
人

15
人

94
人

188
嘱 託 員

635132146臨時職員
�　報酬及び賃金について　（平成1８年度）
①　嘱託員報酬月額
・統括的な事務及び管理を行う事務局の長及び施設の長
・教諭
・指導員、保健師、学芸員、児童厚生員、相談員
・保育士、栄養士
・運転業務、調理技師、施設等の維持・管理業務、一般

・報酬月額のほかに6月及び12月に1.0月分以内の割増報酬を支給しています。

184,200円
172,200円
155,800円
140,400円
136,000円

②　臨時職員賃金　　　　　　　　　　　　　　　（1時間当たり）
・一般事務、学校事務、図書事務、施設等の維持管理業務
・調理技師、指導員
・保育士、児童厚生員
・長時間保育士

・通勤手当　　　2km以上5km未満　　1日150円　　　5km以上　1日200円
・年末一時金　　12月に1.0月以内の年末一時金を支給しています。

733円
746円
758円
945円

（平成１7年度）

（平成18年4月1日現在）
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中 野
立 志 館
高 校

長野県中野立志館高等学校開設準備室　発行
�0269－22－2197（中野高校）0269－22－2141（中野実業高校）
http://www.nagano-c.ed.jp/dai1sogo/　�dai1sogo@nagano-c.ed.jp
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約４００人の皆さんから、ご応募いただき、１７０種類の校名案が寄せられました。

８月２９日の選考会で、『 中  野  立  志  館  高  等  学  校 』
なか の りっ し かん こう とう がっ こう

と決定されました。

志を立て 夢を持ち 自らの道を切り開いていく

この学校がめざす教育理念にふさわしい学校名です。

さて、これからは『中野立志館高校』の教育内容、学校生活など、次号以下で詳し

く説明していきます。ご期待ください。

��������	
��

8月8日、３４０人の中学生の皆さん、８０人の
保護者の方々、先生方に参加していただき、中
野立志館高校の概要と入試に関する説明会が行
われました．

��������	


総合学科高校では、たくさんの選択科目を設定しています。ここでは、��������
��������	
�����������������������������

��������	
�������������本校では、２年次・３年次の選択科目
を１５０科目（１５０種類）以上設置しています。この中には、「学校設定科目」という、
本校にしかない独自の特色的な科目も多くあります。さあ、何を学びますか？

校名決定！
校校名決定！名決定！

vol.vol.11
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 　誰からも愛されるブレザー

スタイル。えりのチェックがポイ

ント☆キリッとかわいく見えます。

 　濃紺を基調に、カラーシャツ

やネクタイでコーディネート。新

しい高校にピッタリの今までに無

い制服です。　制服を着ることが

楽しくなります☆

 　見た目に美しく、動きやすさ

も着心地も抜群！これが立志館ス

タイルです。

��������	
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　来春開校する新高校は、全日制総合

学科と定時制普通科の学校です。総合

学科高校は新しいタイプの高等学校で、

今まで県内では塩尻志学館高校のみで

した。

　市民の皆様に、この新しい学校につ

いてのご理解をいただくため、地域説

明会を開催いたします。どなたでもご

参加いただけますので、是非お越しく

ださい。
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中野立志館高校だよりは、これからも毎月掲載していく予定です。さまざまな情報をお伝えしていきますので、
お楽しみに!   なお、立志館高校について詳しく知りたい方は【中野立志館ホームページ】へどうぞ。
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今月の表紙

　９月16日にスポーツの秋を告げる運動会が、市内
11小学校で行われました。
　グラウンドでは、かけっこやリレー、綱引き、大
玉おくりなどが行われ、子どもたちはこの日のため
に練習を行ってきた成果を家族や参観に来られた皆
さんに披露しました。
　会場は、子どもたちの元気な声や家族などから
「がんばれ！」と応援の声が響きわたっていました。
　　　　　　　　　　　　（左の写真：日野小学校）

ふるさと苑・高社寮 敬老祝賀式
　９月15日にふるさと苑で、また22日には高社寮で敬
老祝賀式が行われました。
　祝賀式では、該当される皆さんにお祝いの言葉や祝
品の贈呈が行われ、長年にわたり社会に尽くしてこら
れた皆さんの長寿をお祝いしました。
　また、贈呈された方々を代表してお礼の言葉があり、
その中で「これからも健康で楽しく暮らしていきたい」
と抱負を話されていました。

▲敬老をお祝いして「祝舞」が披露されました（ふるさと苑）

▲贈呈者を代表してお礼の言葉を述べました（高社寮）

ふれあい広場
　天候に恵まれた９月23日、ふれあい広場が一本木公
園を会場に開催されました。
　このふれあい広場は、誰もが住みやすいまちにする
ため、子どもから高齢者の皆さんまで青い空の下でふ
れあい、優しい心で支えあい仲間の輪を広げていただ
こうと、毎年行われています。
　当日は、竹馬和太鼓や合唱、吹奏楽などの「ふれあ
いステージ」をはじめ、皆さんから寄せられた日用品
や衣料品などを販売する「愛のバザー」、点字を打った
り手話をして仲間をつくる「ふれあいコーナー」など
多くの催し物が行われました。会場は大勢の皆さんで
賑わい、秋の一日を過ごしていました。

▲竹馬和太鼓の力強い演奏が会場に響きました

平成１8年10月　広報なかの  20

　市では、今年も高齢者祝賀事業を実施し、9月18日の
敬老の日には、高齢者への祝品贈呈を77歳､88歳､そし
て99歳以上の方を対象に、訪問して行いました。
　また、同月28日には、昭和31年に婚姻されたご夫婦の皆
さんなどを対象に、合同金婚式がアップルシティーなか
ので開催され、お申し込みいただいた79組のうち69組が
参加され、市長から直接褒状と記念品が贈呈されました。

平成18年度　高齢者祝賀事業

21　平成 １8 年10月　広報なかの

　市内の各区ごとに行うごみ減量会説明会が、９月26日
から間山区と柳沢区を皮切りにスタートしました。
　この説明会では、市がごみの減量化対策として実施を
予定している｢可燃・埋立ごみの有料化｣と｢プラスチック
製容器包装の分別収集｣の説明や質疑等が行われています。
また、これに併せて、県から土砂災害防止法の区域指定
に伴う地元への説明も該当する区で実施されています。

▲金婚式では市長から褒状と記念品が手渡されました
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　第20回という節目の開催となった中山晋平記念館ま
つりが10月１日、中山晋平記念館で行われ、｢ふれあい
コンサート～晋平の里　心のうた　ふるさとの歌｣と
題して、合唱や演奏などを中心に開催されました。
　当日は、中山晋平先生の生家開放やＳＰ盤レコード
鑑賞会、そしておやき、山菜おこわ、地元野菜などの
販売も行われ、たくさんの方々で賑わいました。
　また、今回は東京からバリトンの佐藤文行さんが特別出
演し、｢ゴンドラの唄｣を含めた晋平先生の３曲を披露し、
訪れた皆さんは素晴らしい歌声に魅了されていました。

中山晋平記念館まつり

ごみ減量化説明会がスタート

▲ 「故郷」 の曲に合わせて会場の皆さんも一緒に手話を行いました

▲今後も各区で説明会が行われます（写真は間山公民館の様子）

人権センターまつり
　９月30日、中野市人権センター及び中央公民館講堂
を会場に、人権センターまつりが開催されました。
　これは、地域の皆さんと交流しながら、人権教育及
び啓発を図るために開催しており、当日は野外チャリ
ティ販売、各種活動作品やポスターの展示、そして
1,200冊の絵本をのせた県の移動絵本図書館車が訪れ、
絵本の読み聞かせなども行われました。
　午後には、林家ライス･カレー子さんの｢身近な人権をか
んがえよう｣と題した現代社会の難問を巧みに取り入れた
漫才で､会場からは笑いもこぼれる講演会となりました。

▲林家ライス ・ カレー子さんが人権についての夫婦漫才を披露
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�▼ 天王神輿。毎年７月
の中野祇園祭で巡行す
る。市指定有形文化財。

�▲ 高梨館跡公園。高梨氏城跡（居
館と山城）は県指定史跡。手前
は復元された枯山水の庭園跡。

�▼ 高井舟着神社。昔は遠洞湖と
いう湖があったといわれており、
この辺りは船着場だった。

�▲ 舟つなぎ石。昔、舟
を着ける際に縄を繋い
だといわれる穴がある。

���
���

�

�����

　高井舟着神社のお祭り（４月中旬開催）
では、獅子が各戸をまわって厄を払う「悪
魔払い」という行事があります。また、
更科には北と南に観音堂があり、それぞ
れに分かれて同じ日にお祭りをします。
当日は、ちえのだんごまきをして、子ど
もの成長と無病息災や豊作を願います。

　伝統行事の中野祇園祭（７月中旬開催）
で登場する「天王神輿」や、中野えびす
講(11月中旬開催)の「100人えびす大行進」
は、東町の数ある行事の中でも盛大です。
　また、高梨館跡公園内の城跡は貴重な
文化財であり、東岳会という観光案内ボ
ランティアが活躍しています。

No.⑱

 東    町  区
ひがし まち

   更   科  区
さら しな

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

倭地区倭地区

科野科野
地区地区

平岡平岡
地区地区

中野中野
地区地区

永田地区永田地区

豊津地区豊津地区

上今井上今井
地区　地区

長
丘
地
区

長
丘
地
区

平野平野
地区地区

高丘高丘
地区地区

延徳延徳
地区地区

日野日野
地区地区

�������
代表　若　林　孝　子

　

今
回
ご
紹
介
す
る
「
か
あ
ち
ゃ
ん
の
味
」

は
、
平
成
五
年
頃
か
ら
地
元
で
採
れ
る
お

い
し
い
時
季
の
農
産
物
を
、
加
工
し
て
ジ

ュ
ー
ス
や
ジ
ャ
ム
な
ど
を
作
り
は
じ
め
、

現
在
は
長
丘
、
平
岡
、
科
野
、
倭
の
各
地

区
に
住
む
女
性
四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
代
表
す
る
加
工
品
の

一
つ
で
あ
る
「
し
そ
ド
リ
ン
ク
」
は
、
倭

地
区
の
メ
ン
バ
ー
が
栽
培
し
て
い
る
日
本

古
来
の
古
代
じ
そ
を
使
っ
て
、
一
年
に
瓶

で
約
一
千
本
生
産
し
、
オ
ラ
ン
チ
ェ
や
市

内
の
大
型
ス
ー
パ
ー
の
外
、
市
内
や
山
ノ

内
の
農
産
物
直
売
所
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
で
は
、「
し
そ
ド
リ
ン
ク
」
を
生
産

す
る
盆
過
ぎ
か
ら
九
月
中
は
メ
ン
バ
ー
が

皆
農
家
で
忙
し
く
、
ま
た
、
し
そ
の
発
育

に
あ
わ
せ
て
作
業
を
行
う
た
め
大
変
な
部

分
も
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
飯
山
の
方
に

も
手
を
借
り
、
頑
張
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

代
表
の
若
林
孝
子
さ
ん
は
「
い
ず
れ
世

代
交
代
の
時
期
も
訪
れ
る
の
で
、
住
ん
で

い
る
地
区
に
関
係
な
く
、
添
加
物
を
使
わ

ず
、
加
工
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
こ
の

活
動
に
、
興
味
の
あ
る
若
い
方
々
に
ぜ
ひ
、

加
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

観音堂（北）観音堂 （北）
��

��

��

��
観音堂（南）観音堂 （南）

高井舟着神社、舟つなぎ石高井舟着神社、舟つなぎ石

更科公民館更科公民館

更科更科

高遠高遠
��

��

��

信州中野郵便局信州中野郵便局
��

中野高等学校中野高等学校

高梨館跡公園高梨館跡公園

王日神社王日神社
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新
婚
さ
ん
募
集
！

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
登
場
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

市
役
所
庶
務
課
秘
書
広
報
係
へ
！　
�
２
２
―
２
１
１
１
（
内
線
２
１
２
）

�
出
会
っ
た
き
っ
か
け
は

（
裕
造
さ
ん
）
今
は
酒
造
会
社
に

勤
め
て
い
ま
す
が
、
三
年
ほ
ど
前

に
別
の
会
社
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
い
た
頃
、
彼
女
が
お
客
さ
ん
と

し
て
来
た
こ
と
で
す
。
二
週
間
後

に
は
自
分
か
ら
告
白
を
し
て
、
付

き
合
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

�
第
一
印
象
は

（
裕
造
さ
ん
）
天
然
っ
ぽ
い
感
じ

が
し
ま
し
た
。

（
仁
美
さ
ん
）
い
い
人
そ
う
だ
な

ぁ
と
思
い
ま
し
た
。

�
お
互
い
の
す
て
き
な
と
こ
ろ
は

（
裕
造
さ
ん
）
あ
り
が
と
う
と
い

う
言
葉
を
、
う
る
さ
い
く
ら
い
言

っ
て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。

（
仁
美
さ
ん
）
料
理
を
作
っ
て
く

れ
る
し
、
頼
り
が
い
の
あ
る
と
こ

ろ
が
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�
ど
ん
な
家
庭
を
築
い
て
い
き
た

い
で
す
か

（
裕
造
さ
ん
）
自
分
た
ち
の
子
ど

も
が
誇
り
に
思
う
よ
う
な
家
庭
に

し
た
い
で
す
。
仁
美
さ
ん
、
日
本

一
の
お
酒
を
飲
ま
せ
て
や
る
よ
！

（
仁
美
さ
ん
）
賑
や
か
で
楽
し
い

家
庭
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
裕

造
さ
ん
、
よ
く
喧
嘩
を
し
ち
ゃ
う

け
ど
、
喧
嘩
す
る
ほ
ど
仲
が
良
い

と
い
う
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
ね�
 

山　田　裕　造  さん  （21歳）
　　　　仁　美  さん  （22歳）

（東江部）

　

ま
ぶ
し
い
夏
の
季
節
に
出
会
っ
た
二
人

　
　

子
ど
も
が
誇
り
に
思
う
家
庭
に
し
た
い

　市営テニスコートで９月10日、中野テニス協会の主
催により「鈴木貴男テニスクリニック」が行われました。
　講師を務めた鈴木プロは札幌市出身。高等学校時代
はインターハイでシングルス２連覇を達成したほか、
シングルス、ダブルス、団体戦を制覇し３冠を達成。
高校卒業後はプロに転向し、アトランタ五輪出場、全
日本テニス選手権シングルス連覇を経て、2003年のウ
ィンブルドン、2005年の全豪オープンでは、日本人と
して松岡修造氏以来の勝ち星を挙げるなど、輝かしい
経歴の持ち主です。現在はケガのため休養中ですが、
200㌔を超えるサーブ、ネットプレーを得意とする、日
本男子のナンバーワンプレイヤーです。
　当日は秋晴れの青空に恵まれ、鈴木貴男さんの実技
指導のもと、テニス協会員、地元高校生ら約50名が爽
やかな汗を流しました。

中野市スポーツ専任コーチ補助事業

プロテニスプレイヤー 鈴木貴男さんがレッスン

　

ぼ
く
は
、
中
野
市
が
も
っ
と
良

く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
山
や
公
園
な
ど
に

木
を
た
く
さ
ん
植
え
て
、
夏
に
カ

ブ
ト
虫
や
ク
ワ
ガ
タ
虫
な
ど
を
見

て
み
た
い
で
す
。
前
に
、
学
校
の

近
く
へ
ク
ワ
ガ
タ
虫
を
探
し
に
行

っ
た
時
、
ま
っ
た
く
見
つ
け
ら
れ

な
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
と
て
も

残
念
で
し
た
。
だ
か
ら
、
木
を
た

く
さ
ん
植
え
て
、
虫
が
見
れ
る
と

い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
川
を
き
れ
い

に
し
て
、
魚
や
ホ
タ
ル
な
ど
を
見

た
い
で
す
。

　

川
を
き
れ
い
に
す
れ
ば
、
川
で

遊
ん
だ
り
魚
つ
り
を
し
た
り
で
き

る
の
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

に
、
夏
に
は
ホ
タ
ル
が
見
れ
た
ら

と
て
も
き
れ
い
だ
と
思
い
ま
す
。

前
に
違
う
町
で
見
た
ホ
タ
ル
は
、

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
ホ
タ
ル

が
増
え
る
よ
う
に
川
が
き
れ
い
に

な
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

木
を
た
く
さ
ん
植
え
た
り
、
川

を
き
れ
い
に
し
た
り
す
る
と
、
も

っ
と
良
い
中
野
市
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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月
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
保

10
険
証
カ
ー
ド
が
、
一
般
用
は
緑
色
、

退
職
者
用
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　

就
職
先
の
健
康
保
険
に
加
入
し

た
方
や
、
学
校
を
卒
業
し
て
他
の

市
町
村
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
ま

だ
国
民
健
康
保
険
証
カ
ー
ド
に
名

前
が
あ
る
方
な
ど
、
内
容
に
異
動

が
あ
る
場
合
は
、
異
動
す
る
人
の

保
険
証
を
持
参
し
、
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
世
帯
主
変
更

や
住
所
変
更
の
場
合
は
、
国
保
に

加
入
す
る
世
帯
全
員
分
の
保
険
証

を
添
え
て
、
市
役
所
窓
口
で
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
の
大
き
さ
が
小

さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。
紛
失
に
は

十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
す
。
ま
た
、
お
よ
そ　

年
の

220

　

歴
史
が
あ
る
茅
葺
民
家
が
保
存

　

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
縄
文
芸
術
の
里　

十
日
町
市
博

　

物
館
…
「
雪
と
織
物
と
信
濃
川
」

　

が
テ
ー
マ
の
博
物
館
で
す
。
笹

　

山
遺
跡
の
出
土
品
も
数
多
く
展

　

示
さ
れ
て
お
り
、
火
焔
式
土
器

　

な
ど
国
宝　

点
が
あ
り
ま
す
。

57

集
合
場
所　

一
本
木
公
園
北
側
駐

車
場

対
象
者　

市
内
在
住
の
方

定
員　
　

名
40

参
加
費　

１
５
０
０
円
（
昼
食
代

を
含
み
ま
す
。
当
日
、
徴
収
い
た

し
ま
す
。）

申
込
方
法　
　

月　

日�
の
午
後

10

10

５
時
ま
で
に
、
当
館
へ
電
話
ま
た

は
ご
来
館
の
う
え
、
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

今
回
は
、
秋
に
収
穫
さ
れ
る
旬

の
物
を
材
料
に
、
家
庭
で
作
れ
る

お
菓
子
作
り
を
行
い
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

27

時
間　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

10

場
所　

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

講
師　

「
土
び
な
本
舗
キ
タ
ヤ
」

店
主　

中
村
彰
一
さ
ん

費
用　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

定
員　
　

名
10

申
込
期
限　
　

月　

日�

10

23

お知らせ

中野市役所
�22-2111
FAX(広報直通)
22-2445
豊田支所
�38-3111

　

視
覚
障
害
児
童
生
徒
の
日
常
学

習
の
様
子
を
、
地
域
の
方
々
や
関

係
者
の
皆
様
に
公
開
し
、
視
覚
障

害
や
盲
学
校
教
育
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
学
校

開
放
を
行
い
ま
す
。

期
日　
　

月　

日�

10

20

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
０
時　

分
30

会
場　

長
野
県
長
野
盲
学
校
（
長

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

価
格　

５
０
０
円
（
税
込
み
）

仕
様　

サ
イ
ズ　

㌢
×　

㌢
、
総

13.8

7.8

貢
数　

ペ
ー
ジ

292

予
約
締
切　
　

月　

日�

10

16

発
送　
　

月
上
旬
〜

12

※
現
在
、
各
区
に
お
い
て
も
回
覧

　

に
よ
り
予
約
を
受
付
中
で
す
。

販
売
品
（
定
価
）　

農
業
日
誌
・

フ
ァ
ミ
リ
ー
日
誌
（
各
１
冊
１
４

０
０
円
）、
新
農
家
暦
（
１
冊
４

８
０
円
）

予
約
締
切　
　

月　

日�

10

31

申
込
先　

農
政
課
振
興
係

期
日　
　

月　

日�
 
※
日
帰
り

10

13

時
間　

午
前
８
時　

分
よ
り
受
付
、

45

午
前
９
時
出
発

研
修
場
所　

新
潟
県
津
南
町
及
び

十
日
町
市

・
農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館　

な

　

じ
ょ
も
ん
…
津
南
町
の
主
な
産

　

業
で
あ
る
農
業
と
、
縄
文
時
代

　

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
博
物
館

　

で
す
。

・
津
南
町
歴
史
民
俗
資
料
館
…
秋

　

山
郷
を
中
心
に
生
産
・
使
用
さ

　

れ
た
生
活
用
具
を
展
示
し
て
い

年金相談窓口のご案内

中
野
市
国
民
健
康
保
険

保
険
証
の
内
容
確
認
を

福
祉
課
国
保
医
療
係
（
内
線
２

９
６
）
ま
た
は
豊
田
支
所
健
康

福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
２
１
）

�平
成　

年
版
県
民
手
帳

19
企
画
情
報
課
統
計
交
流
係

（
内
線
２
１
７
）

�

野
市
北
尾
張
部
３
２
１
）

公
開
内
容　

授
業
公
開
、
学
校
概

要
説
明
、
視
覚
障
害
教
育
関
係
の

教
材
・
教
具
の
紹
介
、
教
育
相
談

　

長
野
県
に
関
す
る
豊
富
な
統
計

資
料
等
を
掲
載
し
た
県
民
手
帳
の

平
成　

年
版
農
業
日
誌

19
農
政
課
振
興
係

（
内
線
２
５
３
）

�文
化
財
研
修

参
加
者
募
集

歴
史
民
俗
資
料
館

�
２
０
０
５

�

交
流
料
理
教
室

参
加
者
募
集

豊
田
人
権
セ
ン
タ
ー

�
３
５
２
２

�

長
野
盲
学
校

学
校
開
放

長
野
県
長
野
盲
学
校

０
２
６　

７
７
８
９

(243)

�
　社会保険事務所と長野年金相談センターでは毎週月曜日に年
金相談受付時間の延長と、毎月第２土曜日に年金相談を行って
います。相談される際は、年金手帳、年金証書、印鑑などをご
用意ください。
■通常の相談　月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分
※祝日、年末年始除く　
■時間延長の相談　月曜日（休日の場合は翌日の火曜日）
午後５時15分～午後７時（１月４日は通常の相談時間です）
■土曜日の年金相談　第２土曜日　午前９時30分～午後４時
※電話での年金相談「ねんきんダイヤル」もご利用ください
・年金請求などの年金相談　　　　０５７０－０５－１１６５
・年金を受けている方の年金相談　０５７０－０７－１１６５
　お知らせ　　平成17年度分の国民年金保険料免除等の申請期
間が平成18年10月まで延長となりました。申請を希望される方
は、市役所または長野北社会保険事務所までお問い合わせくだ
さい。
問い合わせ先　市民課国民年金係（内線237）・豊田支所市民環
境課市民環境係（内線133）または長野北社会保険事務所（�026
（244）4100）

愛
（
あ
い
）・
逢
（
あ
い
）

コ
ン
サ
ー
ト
２
０
０
６

中
野
警
察
署
総
務
課

�
０
１
１
０

�

　

県
警
察
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
時　
　

月　

日�
午
前　

時
開
演

10

15

10

会
場　

中
野
市
民
会
館
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料
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市
及
び
Ｊ
Ａ
中
野
市
・
Ｊ
Ａ
北

信
州
み
ゆ
き
で
は
、
果
樹
の
生
産

・
販
売
を
戦
略
的
に
行
う
こ
と
が

で
き
、
競
争
力
の
あ
る
地
域
の
担

い
手
を
目
指
す
農
業
者
の
皆
さ
ん

を
支
援
す
る
た
め
、
そ
の
基
礎
資

料
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
で
は
、
来
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
産
地
計
画
に
基
づ
き
、
小

規
模
土
地
基
盤
整
備
や
改
植
等
に

よ
り
優
良
品
目
・
品
種
等
へ
の
転

換
が
取
組
め
る
農
家
を
、
担
い
手

の
基
準
と
し
て
考
え
て
お
り
、
加

え
て
「
新
規
参
入
者
」、「
農
業
生

産
法
人
へ
発
展
し
て
い
く
こ
と
が

見
込
ま
れ
る
生
産
者
組
織
」
等
、

Ｊ
Ａ
の
系
統
・
系
統
外
を
問
わ
ず
、

継
続
し
て
果
樹
農
業
を
担
っ
て
い

け
る
多
様
な
経
営
体
に
つ
い
て
も
、

担
い
手
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
生
産
者
の
将

来
の
経
営
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、

果
樹
生
産
農
家
全
戸
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
時

期
に
つ
い
て
は
、　

月
上
旬
か
ら

10

下
旬
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
　

月
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の

10
受
信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進
し
、

か
つ
、
受
信
障
害
の
防
止
に
関
す

る
知
識
の
普
及
徹
底
を
図
る
た
め
、

「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

電
波
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
信

越
総
合
通
信
局
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信
障

害
に
関
す
る
こ
と
は
、
監
視
調

査
課
（�
０
２
６ （　

） ９
９
７

234

６
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　コンポスト化施設により製造した肥料な
かの「おすみちゃん」の販売があります。
皆さんぜひご利用ください。
10・11月の販売日
10月11日�、15日�、25日�
11月１日�、８日�、19日�、22日�
販売価格（税込み）
１袋（15㎏）200円、バラ(300kg)1,500円、
バラ(500kg)2,500円
※バラは予約制となります。販売日の10日
　前までに必ず予約をしてください。
販売場所　中野浄化管理センター
　　　　（中野市大字江部511番地）
販売時間　午前９時から正午まで
問い合わせ先
上下水道課下水道係（内線２８３）または
豊田支所上下水道係（内線１６３）

���������	
����

受
信
環
境

ク
リ
ー
ン
月
間

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局 （
調

査
官
）
０
２
６ （　

） ９
９
６
１

234

�

果
樹
産
地
構
造
改
革

計
画
策
定
に
伴
う

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

農
政
課
振
興
係
（
内
線
２
５

３
）
ま
た
は
豊
田
支
所
経
済

課
農
政
係
（
内
線
１
４
３
）

�【
今
月
は

　
　

３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
】

３
Ｒ
（
ス
リ
ー
ア
ー
ル
）
と

は■
リ
デ
ュ
ー
ス
（
廃
棄
物
の

抑
制
）
…
ご
み
を
減

ら
そ
う
。

■
リ
ユ
ー
ス
（
製
品
・
部
品

再
利
用
）
…
繰
返
し

使
お
う
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
生
資
源

利
用
）
…
再
び
資
源

と
し
て
利
用
し
よ
う
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
の
た

め
に
は
、
市
民
、
事
業
者
、

行
政
が
互
い
に
協
力
し
、
３

Ｒ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
係
す
る

各
省
庁
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
、
毎
年　

月
を
３
Ｒ
推
進

10

月
間
と
定
め
、
広
く
国
民
に

向
け
て
、
そ
の
普
及
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す
」

と
言
わ
れ
て
も
、
あ
ま
り
ピ

ン
と
来
な
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
こ
の
推
進
月
間
を
き

っ
か
け
に
し
て
「
３
Ｒ
」
が

何
な
の
か
を
意
識
す
る
こ
と

に
よ
り
、
私
た
ち
の
身
近
な

暮
ら
し
の
中
で
取
組
め
る
事

が
き
っ
と
見
つ
か
る
は
ず
で

す
。

　

限
り
あ
る
資
源
を
で
き
る

だ
け
有
効
に
使
い
、 「
買
い

物
袋
を
持
参
す
る
」 「
過
剰

包
装
を
避
け
る
」 「
詰
め
替

え
商
品
を
選
ぶ
」 「
分
別
回

収
に
協
力
す
る
」
な
ど
環
境

に
や
さ
し
い
生
活
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

ご
み
の
減
量
は
地
球
温
暖

化
防
止
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

シリーズ
��������

　パロマ工業㈱製の瞬間湯沸器のうち７機種について一酸化
炭素中毒事故が発生するおそれがあり、これまでに28件の一
酸化炭素中毒事故が発生し、21名が亡くなっております。
　こうした事態を受け、国では、パロマ工業㈱に対し、該当
する７機種について至急点検・回収等を行うよう緊急命令を
出しました。
　該当する７機種の型式については、PH－81F、PH－82F、
PH-101F、PH-102F、PH-131F、PH-132F、PH-161Fです。
　また、パロマ工業㈱からＯＥＭにより供給された東京ガス
ブランド製品も今回点検・回収対象となりますので、ご確認
をしてください。対象製品は、PA-108FE(パロマPH-81Fと同
等)、PA-113FE(パロマPH-131Fと同等)です。
　該当する製品をご利用の方は、ただちにパロマ工業㈱、東
京ガス㈱またはガス事業者に連絡し、至急点検するようお願
いします。
問い合わせ先　市民課生活交通安全係（内線２３８）
　　　　　　　パロマ工業㈱　０１２０－３１４－５５２
　　　　　　  東京ガス㈱　０１２０－６００－４４６

��������	
���������
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期
日　
　

月　

日�

10

30

時
間　

午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

は
午
後
０
時
〜
３
時　

分
）

30

会
場　

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
（
入
場

無
料
）

対
象
者　

平
成　

年
３
月
に
大
学

19

・
短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
を
卒

業
す
る
予
定
の
方
お
よ
び
概
ね　
35

歳
未
満
の
一
般
求
職
者

※
一
般
求
職
者
は
履
歴
書
を
ご
持

契
約
を
さ
せ
よ
う
と
す
る
商
法
で

す
。
公
的
な
機
関
と
紛
ら
わ
し
い

名
称
を
使
っ
て
勧
誘
す
る
手
口
も

あ
り
ま
す
が
、
公
的
な
機
関
が
消

費
者
に
勧
誘
を
行
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
最
近
は
、
過
去
に
受
講

し
た
講
座
に
つ
い
て
、「
契
約
が
終

了
し
て
い
な
い
」
な
ど
と
説
明
し
、

新
た
な
契
約
を
さ
せ
る
手
口
が
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
商
法
の
場
合
、
ク
ー
リ
ン

参
く
だ
さ
い
。
何
社
で
も
面
接

で
き
ま
す
。

　

長
野
県
内
の
事
業
場
で
働
く
全

て
の
労
働
者
と
、
労
働
者
を
一
人

で
も
使
用
し
て
い
る
全
て
の
使
用

者
に
適
用
さ
れ
る
「
長
野
県
最
低

賃
金
」
が
時
間
額
６
５
５
円
に
改

正
さ
れ
、　

月
１
日
か
ら
適
用
に

10

な
り
ま
し
た
。

対
象
者　

年
齢　

歳
以
上
の
県
内

20

に
お
住
ま
い
の
方
（
消
費
者
問
題

に
関
心
の
あ
る
方
）

受
講
期
間　
　

月
〜
平
成　

年
１

11

19

月
（
延
べ
６
日
間
、　

時
間
）

24

会
場　

長
野
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
長
野
市
大
字
中
御
所
字
岡
田　

）
98－1

受
講
料　

無
料

募
集
期
間　
　

月　

日
ま
で

10

25

応
募
方
法　

官
製
は
が
き
に
次
の

事
項
を
記
入
し
て
、
市
役
所
市
民

課
ま
で
郵
送
く
だ
さ
い
。

①
「
消
費
生
活
大
学
受
講
希
望
」

②
郵
便
番
号
、 住
所
、
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、年
齢
、職
業
、電
話
番
号

③
消
費
者
団
体
に
所
属
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
団
体
名

④
過
去
の
消
費
生
活
大
学
受
講
の

有
無

　

家
庭
や
職
場
に
電
話
を
か
け
て

き
て
「
受
講
す
る
だ
け
で
資
格
が

取
れ
る
」「
も
う
す
ぐ
国
家
資
格
に

な
る
」
な
ど
と
根
拠
の
な
い
説
明

を
し
て
、
執
拗
に
講
座
や
教
材
の

　

リ
サ
イ
ク
ル
と
ゴ
ミ
の
減
量

化
の
た
め
、
ご
家
庭
で
使
わ
な

く
な
っ
た
物
や
欲
し
い
物
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
掲
載
し
て
い

る
以
外
の
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
９
月　

日
現
在
で
掲
載
）

19

★
バ
ッ
ト （
子
供
用
）★
ロ
ー
ラ

ー
ブ
レ
ー
ド
★
オ
ル
ガ
ン
★
ス

キ
ー
セ
ッ
ト
★
大
人
用
三
輪
車

★
自
転
車
★
味
噌
桶
★
テ
ニ
ス

ラ
ケ
ッ
ト
★
子
供
服
★
足
踏
み

ミ
シ
ン
★
三
味
線
★
ビ
デ
オ
デ

ッ
キ
★
ガ
ス
コ
ン
ロ
★
小
引
き

出
し
★
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ

�
ゆ
ず
り
ま
す

★
五
月
人
形
★
応
接
間
セ
ッ

ト
★
プ
リ
ン
タ
ー
・
ス
キ
ャ

ナ
ー
★
電
子
ピ
ア
ノ
★
食
器
棚

★
マ
ッ
サ
ー
ジ
器
★
百
科
事
典

★
ラ
ジ
カ
セ
★
Ｃ
Ｄ
ラ
ジ
カ
セ

★
ソ
フ
ァ
ー
★
三
味
線
★
電
動

車
イ
ス
★
車
イ
ス
★
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト
★
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
★
オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ
★
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
★
か
ん
じ
き
★
コ

ン
ビ
ラ
ッ
ク
★
カ
ー
オ
ー
デ
ィ

オ
★
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
★
こ

た
つ
セ
ッ
ト
★
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ

ト
★
窓
用
ク
ー
ラ
ー
★
自
転
車

★
メ
リ
ー
（
赤
ち
ゃ
ん
用
）

申
し
込
み
先　

市
民
課
生
活
交

通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
生
活

交
通
安
全
係
（
内
線
２
３
８
）

ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��

�
��
�
�

�
��
�
�

長
野
県

最
低
賃
金
改
正

中
野
労
働
基
準
監
督
署
（�
２

１
０
５
）
ま
た
は
長
野
労
働
局

賃
金
室
（
０
２
６ （　

） ０
５
５
５
）

223

�

グ
オ
フ
期
間 （
８
日
間
）内
で
あ
れ

ば
、
無
条
件
で
契
約
を
解
除
で
き

ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
期
間
を

過
ぎ
て
い
る
場
合
で
も
、
契
約
書

面
を
交
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、

内
容
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
契
約

を
解
除
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
何
か
心
配
な
こ
と
が
あ
る

場
合
は
市
役
所
市
民
課
生
活
交
通

安
全
係
ま
た
は
支
所
市
民
環
境
課

市
民
環
境
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　これから事業を始めようとお考えの皆さん、次の支援事業
をご利用ください。
●身近な創業相談窓口

　創業者向け相談窓口「チャレンジ起業相談室」が県下10地
域に設置されています。北信地域は、中野商工会議所内に設
置されています。
●低利融資制度

　・創業支援資金（金利２． ０％以下）
　・わか者起業支援資金（金利１． ５％、対象：40歳未満の方）
●創業促進税制

　創業から５年間、法人事業税を免除します。
※詳しくは、ホームページでご覧いただけます。
http://www.pref.nagano.jp/syoukou/business/060401team.htm
問い合わせ先　
長野県庁商工部ビジネス誘発チーム（�０２６（235）７１９５）
または、北信地方事務所産業労働チーム（�（23）０２１９）

創業予定者の皆さんへ 北
信
地
区

就
職
面
接
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
飯
山

０
２
６
９�
８
６
０
９

�

消
費
生
活
大
学

受
講
生
募
集

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�講
座 
・ 
資
格
商
法
に

ご
注
意
を
！

市
民
課
生
活
交
通
安
全
係（
内
線
２

３
８
）ま
た
は
豊
田
支
所
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
（
内
線
１
３
３
）

�
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展
示
し
、
魅
力
的
な
線
で
表

現
さ
れ
る
独
特
な
世
界
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
中
野
市
所
蔵
作
品
展
」

　

月
５
日�
ま
で

11※
中
野
市
ゆ
か
り
の
作
家
の
油

彩
画
、
彫
刻
、
版
画
な
ど
約

　

点
を
展
示
し
ま
す
。

30
信
州
中
野
七
街
道
景
観
展

（
な
か
の
Ｅ
ｂ
ｅ
ｓ
ａ
）

　

月　

日�
ま
で

10

15

第
２
回
美
衣
会
「
宮
本
麗
子
と

仲
間
た
ち
展
」

　

月　

日�
〜　

日�

10

18

29

第　

回
�
�
展

25

　

月　

日�
ま
で

11

12

※
風
土
に
根
ざ
し
た
新
た
な
美

の
創
造
を
根
ざ
す
郷
土
の
美

術
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

企
画
展
「
馬
場
剛
史
作
品
展
」

　

月
５
日�
ま
で

11※
中
野
市
出
身
、
在
住
の
若
手

作
家
・
馬
場
剛
史
氏
に
よ
る

リ
ト
グ
ラ
フ
・
ペ
ン
画
等
を

�
�
�
�
�
�
�
�
�	

�
�
�
�
�
�
�
�

�
��
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
����
�
	


�

�
�
�
�

会場 ・ 問い合わせ先日時相談名

福祉ふれあいセンター
　  （� 26 － 3111）
　 　法律相談は予約が
    必要となりますので、
ご希望の方は福祉ふ
れあいセンターまで
 ご連絡ください。 　

毎週月～金曜日
13:30 ～ 16:30心配ごと相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00福祉相談

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00ボランティア相談

毎月第１・３月曜日
13:30 ～ 15:30法律相談

毎月第１・３日曜日
14:00 ～16:00結婚相談 (    　　　 )

市民会館 44 号
( 内線 335)

(中野地域)11月13日�
13:00 ～16:00

行政相談所
豊田支所相談室
( 内線 116)

(豊田地域)11月13日�
９:00～11:30

人権センター
� ２３－４８１０
面接相談は予約が必要とな
ります。 

(電話)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～17:00

女性相談窓口
(面接)毎週月 ・ 水 ・ 金
９:00 ～13:00

北信地方事務所
� ２３－０２０２

毎月第３木曜日
10 :00 ～ 15:00交通事故巡回相談

福祉会館
( 中野地域からの有線は 21104）

毎月第１・ ３水曜日
14:00 ～ 16:00身体障害者相談所

市子ども相談室
� ２２－２１１１
( 内線 278)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども相談室

� ２３ － ３１９１
(市子ども相談室)

毎週月～金曜日
９ :00 ～ 17:00子ども電話相談３１９１

� ２６ －５２１９
(平野児童センター内)

毎月第１木曜日
10:00 ～ 11:30児童保健相談

南宮庁舎職業相談室
(�２ ３ － ４７１０）

毎週月～金曜日
８ :30 ～ 17:00職業相談

会場
人権センター

相談は無料、 秘密は厳守
各種相談日程

　

講
座
は
、
受
講
生
の
希
望
に
沿

っ
て
日
程
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
計

画
し
、
個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
専
用
の
ソ
フ
ト
や
特

殊
な
マ
ウ
ス
、
キ
ー
ボ
ー
ド
も
用

意
し
て
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

上
映
作
品　

名
探
偵
コ
ナ
ン
〜
水

平
線
上
の
陰
謀
（
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
）

日
時　
　

月　

日�
午
前
９
時　

分

10

21

30

（
上
映
時
間
１
０
５
分
）

場
所　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー

参
加
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の

引
率
者

料
金　

無
料

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と

70
し
た
定
期
券
「
な
が
で
ん
お
達
者

パ
ス
」
を
発
売
し
て
い
ま
す
。
こ

の
定
期
券
は
、
通
常
の
定
期
券
と

は
異
な
り
、
長
野
電
鉄
の
電
車
全

線
（
特
急
含
む
）
を
自
由
に
乗
り

降
り
で
き
る
フ
リ
ー
定
期
券
で
す
。

種
類
及
び
販
売
額

身
体
障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

受
講
生
募
集

中
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

�
３
０
０
５

�

１
ヶ
月　

６
０
０
０
円

３
ヶ
月　

１
万
５
０
０
０
円

発
売
期
間

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

19

31

購
入
方
法

①
駅
窓
口
で
定
期
券
申
込
書
と
証

明
写
真
（
縦　
�
、
横　
�
）

3.0

2.4

な
が
で
ん

お
達
者
パ
ス

長
野
電
鉄
㈱
鉄
道
事
業
部
運
輸
課

（
０
２
６ （　

） ６
０
０
０
）

248

�

少
年
映
画
鑑
賞
大
会

子
育
て
課
青
少
年
未
来
係
（
内
線

３
５
７
）
ま
た
は
豊
田
支
所
子
ど

も
課
子
ど
も
係
（
内
線
１
２
６
）

�

を
１
枚
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
者
証

等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
年
齢

（
本
人
）
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
図
書
館
図
書
資
料
の
充
実
の

た
め
、

　

図
書　

冊
〈
中
野
ロ
ー
タ
リ

35

ー
ク
ラ
ブ
様
〉

▼
た
か
や
し
ろ
保
育
園
の
絵
本

の
充
実
の
た
め
、

　

図
書
カ
ー
ド
２
万
円
〈
科
野

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
様
〉

▼
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
、

　

テ
ニ
ス
ボ
ー
ル　

個
〈
東
吉

74

田
・
山
口
晴
弘
様
〉

▼
歴
史
民
俗
資
料
館
の
収
蔵
及

び
展
示
資
料
と
し
て
、

　

着
物
３
着
〈
東
京
都
江
戸
川

区
・
岡
本
正
様
〉

�
�
�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

平
成　

年
８
月　

日
か
ら

18

19

９
月　

日
ま
で

19
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中野市健康長寿課
　　   子 育 て 課
豊田支所健康福祉課
　　 　  子 ど も 課

����

市の人口市の人口
（平成18年９月１日現在） （平成18年９月１日現在）

人　口　４６,５１９人（＋19）
　男　　２２,４８８人（＋10）
　女　　２４,０３１人（＋９）
世帯数　１４,７１７戸（＋17）

�������
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

対　　象健 診 日健診名

18年６月生まれ10月24日�
３か月
健 診

18年２月生まれ10月25日�７か月
健 診

17年３月生まれ10月27日�
１歳 
６か月
健 診

16年９月生まれ10月23日�２ 歳
健 診

15年９月生まれ10月26日�３ 歳
健 診

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種

　お姉ちゃんとトトロごっこを
して遊ぶことが好きです。お気
に入りの食べ物は納豆。お友達
をたくさんつくって、毎日元気
良く遊ぶ子になってほしいです。
(竹内真吾・未希さん 長元坊)

������   ちゃん （３歳１か月）
み つき

（ ）は前月１日比 （  ） は前月１日比

ポリオ（小児マヒ）

受付時間／午後１時～１時50分

<豊田保健センター >
10月18日�…豊田地域
<中野保健センター >
10月16日�…日野、延徳、長丘、
　　　　　　科野、倭
　　17日�…中野
　　19日�…高丘、平岡
　　20日�…平野

３か月～１歳６か月の乳幼児
※６週間以上あけて２回接種
※７歳６か月未満まで接種可能
※下痢をしている場合は、治って
　から受けましょう。

対　
　

象

期日／11月２日�
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、 離乳食について

�22－2111 内線242
�22－2111 内線356
�38－3111 PHS6120
�38－3111 PHS6118

休日診療所：中野保健センター�23－2255 
休日当番薬局携帯電話　�090-4125－8402 

　(ともに ９ 時～17時。日・祝日のみ) 

  麻しん ・ 風しん混合 （はしか ・ 三日はしか）
第１期＝生後12～24か月未満　
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　 で、就学前の１年間（保
　　　　 育園、幼稚園の年長児）
※予防接種法の一部改正により、
　麻しん・風しんの単独ワクチン
接種済みの幼児にも、第２期と
して麻しん・風しん混合ワクチン
を接種できるようになりました。
※毎月実施していますので、接種
　される前月に実施医療機関へ
　予約してください。（無料）

対
象
・
接
種
方
法

����
持ち物／母子健康手帳、予診票

ＢＣＧ(接種年齢は３～６か月未満の乳児)

期日／10月24日�
受付時間／午後１時～１時30分
会場／中野保健センター
対象／平成18年６月生まれ
※３か月健診時に行います。

 「目の愛護デー」　    10月10日�
 「臓器移植普及推進月間」

10月１日�～31日�
 「骨髄バンク推進月間」

10月１日�～31日�

����������	
　健診の結果を基に、検査データの
見方・健康相談を行います。
　結果相談日当日は、保健師、栄養
士が相談に応じます。
場所・日時
《中野保健センター》
10月19日�午後１時30分～３時
10月23日�午前10時～11時30分
10月24日�午後６時30分～７時30分
《豊田文化センター》
10月17日�午後１時30分～２時30分
10月18日�午後１時30分～２時30分
持ち物／健診結果通知書、医療機関
　　　　あて通知(精密検査依頼書)
※上記以外でもお気軽にご相談くだ
　さい。

������
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。（無料）
子供／こだわりが強い、登校拒否など
大人／イライラ、不眠、物忘れなど
期日／11月30日�
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※事前に予約が必要です。相談を希
望される方は、11月28日�までに
健康長寿課健康管理係へお申し込
みください。

※豊田地域の方も、都合により中野
保健センターで受けたい場合は、
接種を受けられます。

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。



★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

第 20 号
平成１8年10月５日発行

中野市働く婦人の家
中野市三好町 １ 丁目 ４番 ２７ 号
Ｔ Ｅ Ｌ (０２６９） ２２ － ２ ６ ９ １㈹
有線　２ ０ ６ ９ １㈹
印刷／ 高 錦 堂 印 刷 所
HP:http://www.city.nakano.
   nagano.jp/city/fujin

前
期
講
座
の
様
子

●ガーデニング講座

●
茶
道

●陶芸

１　 働く婦人の家だより

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★



・日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る

福祉施設です。

・働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座

を開催したり、職業生活や家庭生活に関する相談を受けます。

・育成サークル （講座卒業生）、自主サークルの活動の場として、

ご利用いただけます。

18年度前期は、パッチワーク講座やペン字講座をはじめ、９の講座を開催しました。18年度前期は、パッチワーク講座やペン字講座をはじめ、９の講座を開催しました。

いくつか、講座の様子をご覧ください。↓↓いくつか、講座の様子をご覧ください。↓↓

18年度後期講座については、４ページに掲載していますのでご覧ください。18年度後期講座については、４ページに掲載していますのでご覧ください。

��������	
����������	
����������	
����������	
��

��������	
���
���

��������	
����������

　今回はゼリーやようかんなど、夏らしいお
やつと、チーズケーキやエクレア、基本のス
ポンジケーキなどを教えていただきました。

お
や
つ
づ
く
り
講
座

　今流行のヨガをストレッチ感覚で取り入れ
られるように、簡単なヨガのポーズを教えて
いただきました。いくつかの動きをつなげる
と、結構きついようです。

ス
ト
レ
ッ
チ

ヨ
ガ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　誰もが読みやすく、きれいな字を書きたい
と思っているはずです。一人一人丁寧に教え
てくださり、みなさん 熱心に学んでいました。

ペ
ン
字
講
座

　カテドラルウィンドウのクッションを教え
ていただきました。皆さん熱心であっという
間に出来上がってしまいました。

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

働く婦人の家だより  ２



������
����

簡単料理＆郷土料理講座で教えていただいた
レシピを紹介します。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　オーブンを１８０℃に予熱しておく
①ソース以外の材料をすべてボウルに
合わせ、よく混ぜる。

②パウンドケーキの型に、サラダ油を
たっぷりと塗り、混ぜた材料をしっ
かり詰める。空気を抜くために、軽
くトントンと台に型をたたきつける。

③１８０℃に熱しておいたオーブンで３０
分、その後温度を１７０℃位に下げて３０
分焼く。

　竹串を刺してみて、澄んだ汁が出れ
ば焼き上がり。

　焦げるようなら、アルミホイルをか
ぶせるとよい。

３００ｇ牛挽肉■

３００ｇ豚挽肉■

１個卵■

２/３カップパン粉■

大さじ５牛乳■

１００ｇ玉ねぎ(みじん切り)■

２かけにんにく(みじん切り)■

小さじ１塩■

小さじ１/２こしょう■

小さじ１/３ナツメグ■

適宜サラダ油■

ソース■

適宜ケチャップ・ソース

①レタス・青じそはちぎって、ざっと
洗う。

②玉ねぎはスライスして水にさらす。
③ねぎは小口切りにする。
④豆腐は角切りにし、水気を切ってお
くと味がなじみやすい。

⑤豚肉は生姜しょうゆに漬け込み、片
栗粉をつけて熱湯でゆでる。ゆで上
がったら、水に取り、冷やして水気
を切る。

⑥器に中高に盛り、ドレッシングをか
け松の実をちらす。

２００ｇ豚もも肉■

大さじ１生姜■

大さじ１しょうゆ■

適宜片栗粉■

１００ｇレタス■

１００ｇ玉ねぎ■

１０枚青じそ■

５０ｇねぎ■

１/２丁豆腐■

適宜松の実■

適宜中華ドレッシング■

①玉ねぎはスライスして水にさらし、
水気を切る。

②パセリはみじん切りにする。
③たこは食べやすい大きさに切る。
④アスパラは1.5㎝に切ってゆでる。
⑤材料をすべて合わせて器に盛り、ド
レッシングをかけて出来上がり。

１００ｇキドニービーンズ■

１/２個玉ねぎ■

少々パセリ■

１/２束アスパラ■

８０ｇゆでたこ■

大さじ５フレンチドレッシング■

★
基
本
の
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
★

★
豚
肉
の
香
味
盛
り
合
わ
せ
★

★
ビ
ー
ン
ズ
サ
ラ
ダ
★

材料(５人分) 作り方

材料(５人分) 作り方

材料(５人分) 作り方

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

３　 働く婦人の家だより



内　　　容持ち物教材費定員日程・時間講座名

就職に何かと役に立つ簿記資格。ま
ずは３級合格を目指して頑張りまし
ょう。
勤青ホームと共催です。

筆記用具実費６名
10月31日から15回
毎週火曜日
夜７時から

簿 記
職
業
講
座

立ったポーズを中心に気持ち良い伸
びと引き締め効果をプラス！心穏や
かに、バランスの良い体を目指しま
しょう。

バスタオル
(ヨガマット)
飲み物

実費
各
15
名

11月６日から８回
毎週月曜日

１・夜６時30分か
ら２・夜７時50分

から

ヨガエクササイズ
健
康
講
座

ボータイの手提げバックを教えてい
ただきます。素敵なバックを一緒に
作ってみませんか。

らしゃばさみ
糸切りバサミ
ものさし
えんぴつ

3,000円16
名

10月30日から５回
主に第２・４月曜日

夜７時から
パッチワーク

生　
　
　
　

活　
　
　
　

講　
　
　
　

座

冬前の作業や追肥のやり方、Xmasリ
ースにお正月用のミニ盆栽、春の寄
せ植えを教えていただきます。

筆記用具実費10
名

11月15日から５回
11/15.29　12/13　
２/21　３/14
午後１時半から

Xmasからお正月
春への園芸の
楽しみ方

洋菓子、和菓子など、簡単に手作り
できるお菓子を教えていただきます。

エプロン3,000円16
名

11月１日から６回
第１・３水曜日
夜７時から

お 菓 子 作 り

カップや湯のみ、花入れを教えてい
ただきます。オリジナル作品を作っ
てみましょう。

エプロン
ビニール袋1,500円16

名

11月15日から10回
毎週水曜日
夜７時から

陶 芸

薄茶の点てかた、飲み方、立ち居振
る舞い （お辞儀、ふすまの開け閉め）
など、基本から盆略点前・薄茶平点
前を教えていただきます。

ある方は　
ふくさなど2,000円12

名

11月２日から８回
第１・３木曜日
夜７時から

茶  道（裏千家）

ヘルシーで低カロリーの和食で健康
な食生活を送りましょう。

エプロン3,500円16
名

11月９日から６回
主に第２ ・ ４木曜日
夜７時から

簡単和食料理

字を書く楽しさ、美しい字を身につ
けましょう。
勤青ホームと共催です。

ボールペン
線の無いノート実費６名

10月27日から10回
第２・４金曜日
夜７時から

ペ ン 字

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

★講座の時間は７時から９時までです。(Xmasからお正月、春への

園芸の楽しみ方講座は午後１時半から３時半まで)

　ヨガエクササイズのみ６時30分から７時40分までと７時50分か

ら９時までの２部制となりますので、お間違えの無いようにお願

いします。

◇募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方。(料理講座は男性も可)
◇受　 講 　料…無料。ただし、各講座の教材費、テキスト代などは受講者負担です。
◇申し込み方法…10月10日午後１時以降　随時、電話または直接来館してお申し込みください。定員
　　　　　　　　になり次第閉め切らせていただきます。

�����������������������������������	
(土・日・祝日を除く午後1時から10時)

申し込み   ・
問い合わせは

働く婦人の家だより  ４
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本
年
四
月
一
日
、
中
野
市
農
業

委
員
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
、

武
田
俊
道
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
わ
か
ら
な
い
事
ば
か
り
で
す

が
、
精
一
杯
努
め
る
覚
悟
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
の
大
雪
、
ま
た
七
月
の
豪

雨
災
害
と
昨
年
暮
れ
か
ら
災
害
が

続
き
、
農
家
の
皆
様
に
は
心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
輸
入
農
産
物
の
増
加
や
個

人
消
費
の
低
迷
、
低
価
格
競
争
な

ど
農
業
経
営
に
関
わ
る
将
来
展
望

が
見
え
な
い
状
況
に
お
い
て
、
担

い
手
不
足
や
高
齢
化
、
遊
休
荒
廃

農
地
の
増
加
な
ど
地
域
農
業
は
深

刻
な
事
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
ご
自
分
の
集
落
で
中

心
と
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
、

十
年
後
、
二
十
年
後
の
集
落
の
こ
と

を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。

　

専
業
農
家
は
ど
の
位
居
る
で
し

ょ
う
？
高
齢
化
、
耕
作
放
棄
地
は

ど
の
位
進
ん
で
い
る
で
し
ょ
う
？

家
族
で
の
経
営
の
限
界
を
感
じ
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
少
し
暇

に
な
っ
た
ら
家
族
で
、
集
落
で
何

年
か
先
の
事
を
考
え
て
見
ま
せ
ん
か
。

　

も
う
一
つ
は
、
二
十
代
、
三
十

代
の
若
い
農
業
者
の
皆
さ
ん
、
農

業
者
年
金
に
入
り
ま
せ
ん
か
。
三

十
年
、
四
十
年
先
の
こ
と
な
ど
考

え
ら
れ
な
い
と
言
っ
て
、
目
の
前

に
あ
る
権
利
を
自
分
で
拒
否
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

　

農
業
者
年
金
の
保
険
料
は
毎
月

二
万
円
を
基
本
に
、
最
高
六
万
七

千
円
ま
で
、
千
円
単
位
で
決
め
ら

れ
ま
す
。
将
来
の
年
金
受
給
に
必

要
な
原
資
を
自
分
で
積
み
立
て
、

運
用
実
績
に
よ
り
受
給
額
が
決
ま

り
、
加
入
者
や
受
給
者
の
数
に
影

響
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
掛
け
金
は

全
額
所
得
税
の
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
な
り
、
年
金
を
受
け
取

る
と
き
も
公
的
年
金
等
の
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
暇
を
作
っ
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
農
業
委
員
会
や
Ｊ

Ａ
の
担
当
者
、
担
当
地
区
の
農
業

委
員
が
説
明
に
伺
い
ま
す
の
で
気

軽
に
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

　

今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
あ
げ
、
就
任
に
当
た
っ
て

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
さ
ん
と
懇
談
会
を
し
ま
し
た

�
��
��
���
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員

　

市
長
さ
ん
、
経
済
部
農
政
課
、

そ
し
て
売
れ
る
農
業
推
進
室
の
皆

さ
ん
と
懇
談
会
を
六
月
二
十
八
日
、

庁
舎
三
十
一
・
三
十
二
号
会
議
室

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
懇
談
会
は
、
中
野
市
農
業

の
発
展
・
振
興
・
活
性
化
を
目
的

と
し
て
、
新
市
二
回
目
の
開
催
で

す
。

　

市
長
さ
ん
の
「
農
業
に
寄
せ
る

思
い
」
を
三
十
分
ほ
ど
聞
き
ま
し

た
。
こ
の
話
に
私
達
も
感
動
し
、

農
業
に
対
す
る
意
欲
と
勇
気
が
湧

き
、
ぜ
ひ
市
長
さ
ん
に
は
実
現
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
必
ず
や

中
野
市
農
業
の
振
興
・
活
性
化
に

つ
な
が
る
も
の
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
か
ら
は
、
農
業
が
抱

え
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
、
代
表

者
会
議
、
定
例
会
で
精
査
し
、
次

の
七
点
を
要
望
・
質
問
を
し
ま
し
た
。

①　

担
い
手
不
足
解
消
策
を
考
え

て
い
ま
す
か
、
ま
た
農
業
で
使
用

す
る
機
械
等
の
税
制
面
で
の
優
遇

は
出
来
な
い
の
か
。

②　

品
目
横
断
的
経
営
安
定
化
対

策
の
行
政
の
対
応
は
ど
の
様
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
ま
た
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
リ
ス
ト
対
策
は
、
ど
の
様
に
な

っ
て
い
ま
す
か
。
飛
散
防
止
対
策

と
し
て
、
ノ
ズ
ル
、
遮
へ
い
ネ
ッ

ト
等
へ
の
資
金
援
助
、
作
物
の
団

地
化
の
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

③　

売
れ
る
農
業
推
進
室
の
取
り

組
み
、
成
果
を
お
聞
か
せ
願
い
た

い
。
農
産
物
の「
中
野
ブ
ラ
ン
ド
」

の
定
着
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

④　

遊
休
荒
廃
地
対
策
に
つ
い
て

行
政
の
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
昨
年
の
懇
談
会
の
際
、

市
長
さ
ん
が
「
菜
の
花
か
ら
油
を

絞
り
車
の
燃
料
に
し
た
ら
」
の
話

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い
ま
す
か
。
有
害
鳥
獣

対
策
を
行
う
こ
と
に
よ
り
荒
廃
農

地
が
減
る
と
思
う
が
い
か
が
か
。

⑤　

作
業
道
路
又
は
水
路
改
修
の

資
材
・
建
設
機
械
な
ど
現
物
支
給

又
は
貸
付
が
出
来
な
い
か
。

⑥　

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
よ
り
可

燃
ご
み
が
減
少
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
各
家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の

堆
肥
化
機
器
に
助
成
金
を
交
付
し

て
い
る
が
、
何
台
く
ら
い
入
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
農
家
と
消
費
者

が
協
力
し
地
域
循
環
シ
ス
テ
ム
を

構
築
し
て
は
ど
う
か
。

⑦　

昨
年
の
農
業
委
員
か
ら
の

「
建
議
書
」
に
対
す
る
実
施
状
況

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
の
要
望
・
質
問
に
つ
い
て

経
過
・
現
状
・
方
針
に
つ
い
て
、

市
側
よ
り
詳
細
に
わ
た
り
適
切
な

回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

農
業
関
係
者
、
商
業
関
係
者
、

市
長
と
の
連
携
に
よ
る
地
産
地
消

を
主
体
と
し
た
施
策
を
講
じ
「
中

野
ブ
ラ
ン
ド
」
の
構
築
、
農
産
物

の
「
消
費
拡
大
」
に
つ
い
て
、
ま

た
市
農
業
の
発
展
に
対
す
る
有
意

義
な
懇
談
に
な
り
ま
し
た
。
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政
府
が
平
成
十
九
年
度
か
ら
農

家
に
導
入
す
る
「
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
」
へ
の
加
入
受
付
が

九
月
か
ら
始
ま
り
、
平
成
十
八
年

度
ま
で
、
全
て
の
農
家
に
対
し
補

助
金
を
一
律
に
支
払
う
従
来
の
仕

組
み
が
改
め
ら
れ
、
米
、
麦
、
大

豆
な
ど
五
品
目
へ
の
支
援
と
な
り

ま
す
。
こ
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る

者
は
、
原
則
と
し
て
個
人
経
営
者

は
四
㌶
以
上
、
集
落
営
農
組
織
者

（
地
域
一
帯
の
農
作
業
を
手
掛
け

る
組
織
）
は
二
〇
㌶
以
上
で
生
産

す
る
担
い
手
農
家
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
視
察
は
、
富
山
県
射
水

市
の
農
事
組
合
法
人
「
フ
ァ
ー
ム

ふ
た
く
ち
」、岐
阜
県
中
津
川
市
の

農
事
組
合
法
人
「
あ
び
ろ
み
」
及

び
長
野
県
伊
那
市
に
あ
る
Ｊ
Ａ
上

伊
那
の「
地
区
営
農
組
合
の
育
成
」

に
つ
い
て
、
三
個
所
の
研
修
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

「
フ
ァ
ー
ム
ふ
た
く
ち
」
は
、

射
水
市
の
水
田
地
帯
に
あ
り
、
七

集
落
の
営
農
組
合
が
八
年
越
し
の

議
論
を
重
ね
、
一
村
一
農
場
の
掛

け
声
の
下
に
連
合
を
組
み
、
平
成

十
五
年
三
月
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
ぼ
全
農
家
で
あ
る
二
三
二
戸

が
参
加
し
、
水
稲
一
二
五
㌶
、
大

豆
三
〇
㌶
、
麦
二
二
㌶
、
野
菜
三

㌶
の
合
わ
せ
て
一
八
〇
㌶
を
経
営

し
生
産
と
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
あ
び
ろ
み
」
は
、
中
津
川
市

の
中
山
間
地
域
に
あ
る
蛭
川
地
区

で
、
昭
和
五
十
三
年
に
十
四
集
落

の
出
資
で
安
弘
見
機
械
化
営
農
組

合
が
設
立
さ
れ
、
大
型
機
械
を
利

用
し
た
作
業
受
託
組
合
と
し
て
現

在
は
地
区
内
水
田
二
〇
〇
㌶
の
内
、

水
稲
五
二
㌶
、
大
豆
二
二
㌶
の
作

業
を
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
農
業
の
維
持
・
発
展
を
図

る
に
は
、
国
の
政
策
支
援
を
受
け

ら
れ
る
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
、
平
成
十
八
年
三
月
に

組
合
の
法
人
化
の
設
立
総
会
を
開

催
し
認
定
農
業
者
の
資
格
を
取
得

し
、
地
区
内
農
地
を
引
き
受
け
て
、

農
業
経
営
を
行
う
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
上
伊
那
は
、地
域
農
業
の
担

い
手
と
な
る
地
区
営
農
組
合
の
育

成
に
取
り
組
む
組
織「
担
い
手
育
成

本
部
」
を
設
け
、
行
政
と
協
力
し
て

具
体
的
な
活
動
計
画
を
作
り
組
合

員
へ
周
知
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

中
山
間
地
の
多
い
上
伊
那
は
、

水
田
と
畑
の
戸
当
た
り
面
積
が
少

な
く
、
補
助
金
な
ど
国
か
ら
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
担
い
手
と
な
る

に
は
個
人
や
組
織
及
び
法
人
の
育

成
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

地
区
営
農
組
合
は
、
全
員
参
加
を

基
本
と
し
旧
市
町
村
単
位
を
一
組

合
の
範
囲
で
考
え
て
い
る
。

　

農
業
従
事
者
の
減
少
、
高
齢
化
、

遊
休
荒
廃
地
の
増
加
か
ら
、
担
い

手
を
中
心
に
兼
業
者
、
高
齢
者
な

ど
多
様
な
構
成
員
か
ら
な
る
地
域

農
業
、
食
料
の
安
定
供
給
、
自
然

環
境
（
国
土
）
の
保
全
、
文
化
の

伝
承
な
ど
農
業
農
村
の
持
つ
多
面

的
機
能
の
維
持
発
揮
さ
せ
る
た
め

に
も
、
新
し
く
始
ま
る
「
新
農
業

政
策
」
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で

し
ょ
う
。
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去
る
八
月
五
日�
、
サ
マ
ー
ジ

ャ
ン
ボ
リ
ー
i
n
信
州
中
野
の
皆

さ
ん
、
Ｊ
Ａ
中
野
市
青
年
部
の
皆

さ
ん
、
花
を
咲
か
せ
る
会
の
皆
さ

ん
、
そ
し
て
農
業
委
員
で
長
丘
バ

イ
パ
ス
の
遊
休
荒
廃
地
で
、
蕎
麦

の
種
を
ま
き
ま
し
た
。

　

昨
年
ま
で
は
、
景
観
作
物
と
し

て
「
ヒ
マ
ワ
リ
・
コ
ス
モ
ス
」
の

種
を
ま
き
花
が
咲
い
た
頃
は
、
道

行
く
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
気

持
ち
を
和
ま
せ
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
が�
景
観
だ
け
で
な
く
何
か

獲
る
物
を
ま
い
た
ら�
と
言
う
事

か
ら
皆
さ
ん
の
仲
間
入
り
を
し
て
、

今
年
か
ら
蕎
麦
を
ま
い
て
「
花
を

楽
し
み
、
そ
し
て
蕎
麦
を
打
ち
、

種
ま
き
を
し
た
人
達
で
味
わ
お

う
」
と
言
う
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
中
野
市
は
、
五
〇
〇
余
㌶

と
言
う
途
方
も
無
い
遊
休
荒
廃
地

が
あ
り
ま
す
。
遊
休
地
の
増
加
す

る
理
由
は
色
々
あ
り
ま
す
が
、
少

し
で
も
減
ら
す
努
力
の
現
わ
れ
と

し
て
、
お
手
伝
い
し
て
お
り
ま
す
。

画
期
的
な
事
が
為
せ
る
わ
け
で
は

り
ま
せ
ん
が
、
農
業
を
営
ん
で
い

る
皆
さ
ん
の
た
め
に
な
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

�
��
��
���

委
員

�
�
�
�
�
�

先
進
地
視
察
を
し
て

▲

視
察
の
様
子

▲
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
参
加
者

　

も
そ
ば
ま
き
を
体
験

▲地元の皆さんも一緒にまきました
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平
成
十
九
年
産
か
ら
米
、
麦
、

大
豆
等
に
つ
い
て
国
の
施
策
で
あ

る「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま

で
全
農
家
を
対
象
と
し
た
国
の
施

策
を
、
原
則
と
し
て
経
営
規
模
で

四
㌶
以
上
の
認
定
農
業
者
と
二
十

㌶
以
上
の
集
落
営
農
組
織
に
集
中

さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

果
樹
に
つ
い
て
、
現
在
の
動
向

の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
三
月
、
国
に
お
い

て
「
果
樹
農
業
の
振
興
を
図
る
た

め
の
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ
ま

し
た
。
長
野
県
で
は
平
成
十
七
年

度
に
県
果
樹
振
興
計
画
を
策
定
し
、

本
年
度
各
産
地
に
お
い
て
果
樹
産

地
構
造
改
革
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

果
樹
産
地
構
造
改
革
計
画
の
策

定
に
あ
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ａ
、
市
町

村
、
生
産
者
、
普
及
セ
ン
タ
ー
、

農
業
委
員
会
等
を
構
成
員
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
単
位
で
産
地
協
議
会
を
設
立

し
ま
す
。

　

策
定
す
る
計
画
の
内
容
は
、

一
、
産
地
の
核
と
な
る
担
い
手
や
、

　
　

担
い
手
以
外
農
家
の
明
確
化

二
、
農
地
基
盤
の
整
備

三
、
担
い
手
へ
の
園
地
集
積
の
目
標

四
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え　

　
　

た
販
売
方
法

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
具
体
的
な
計

画
を
策
定
い
た
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
、
担
い
手
の
明
確
化
に

つ
い
て
は
、「
農
業
所
得
が
主
で
、

主
に
農
業
に
従
事
し
て
い
る
六
十

代
ま
で
の
者
が
存
在
す
る
農
家
」

が
国
で
考
え
て
い
る
基
準
で
す
。

こ
れ
は
、
果
樹
産
地
計
画
が
、
十

年
後
の
産
地
を
見
通
し
た
計
画
を

策
定
す
る
た
め
、
十
年
後
に
お
い

て
も
担
い
手
は
、
園
地
集
積
や
作

業
受
託
の
受
け
手
と
な
れ
る
こ
と

や
優
良
品
目
・
品
種
等
へ
の
改
植

に
よ
る
転
換
に
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

担
い
手
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に

「
新
規
参
入
者
」「
農
業
生
産
法
人

に
発
展
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
る
生
産
者
組
織
」
も
該
当
し
、

Ｊ
Ａ
の
系
統
・
系
統
外
に
関
わ
ら

ず
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

担
い
手
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
、

産
地
計
画
に
基
づ
く
優
良
品
種
へ

の
改
植
や
小
規
模
の
基
盤
整
備
に

つ
い
て
国
の
助
成
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、

具
体
的
に
ど
ん
な
助
成
内
容
な
の

か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

同
時
に
園
地
に
つ
い
て
も
明
確

化
が
必
要
と
さ
れ
、
維
持
す
る
園

地
、
廃
園
す
る
園
地
を
把
握
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

農
地
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

具
体
的
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
お

り
ま
せ
ん
が
、
前
項
の
維
持
す
る

べ
き
園
地
が
対
象
に
な
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
産
地
協
議
会
に
お

い
て
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
種
々

の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。「
広

報
な
か
の
」
に
も
掲
載
し
ま
し
た

が
、
ま
ず
果
樹
農
家
の
方
の
将
来

の
経
営
意
向
を
把
握
す
る
た
め
の

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

農
家
の
方
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
策
定
作
業
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

果樹産地構造改革計画の策定・実行により、競争力の強い産地を構築しましょう

果樹農業の現状と課題

●果樹農業の特徴
◇永年性作物　⇒　経営転換が容易ではない
◇多くが中山間傾斜地に立地 ⇒ 作業が重労働
◇収穫等機械化が困難な作業が多い ⇒ 労働集約的
●果樹経営
◇６０歳以上の経営者が５割超 ⇒ 労働力の不足
◇一部で規模拡大が進んでいるが、
　主業農家の平均規模は1ha弱 ⇒ 規模拡大の遅れ
◇果樹単一経営が多数を占めるが、
　主業農家の農業所得は約４百万円 ⇒ 経営基盤が脆弱
●果樹産地　[担い手が不明確、生産基盤が脆弱]

農地流動化の遅れ 労働力の不足

園地整備の遅れ
傾斜の改良
作業道の整備　他( )

�
�

�
�

���������������
���������������

農家数の減少、栽培面積の減少、生産量の減少

�

�

�

�
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���������
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産地の核となる生産者への
園地集積に結びついていない

果　樹　産　地　の　今　後
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産地協議会
・ＪＡ
・市町村
・生産者
・普及課・所
・農業委員会
　　　　　 等

果樹産地構造改革計画

　目　標　
　◇目指すべき産地の姿の明確化
　（例） 量販店との契約、高品質化の追求、直販等
　具体的な戦略として　
　◇産地の核となる担い手の明確化
　◇担い手以外の農業者の役割の明確化
　◇園地基盤の整備、担い手への園地集積の目標
　◇消費者ニーズを踏まえた販売方法　　　等

産地に必要な取組

◆生産基盤の構造改革
　・園地の流動化
　・園地の基盤整備
　・労働力調整システムの確立

◆需要に見合った果樹生産の推進
　・優良品目・品種への転換、条件不利園地の廃園推進

担い手への集積・育成
構造改革
の推進

計画に基づき実行

�����������
資料提供：農林水産省
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四
月
に
農
業
委
員
に
な
っ
て
、早
い
も
の
で

六
カ
月
に
な
り
ま
す
。
就
任
当
時
は
、プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
で
緊
張
の
毎
日
で
し
た
が
、幸
い
ほ
か

の
委
員
さ
ん
方
々
と
も
話
し
て
み
る
と
皆
さ

ん
気
さ
く
な
方
達
ば
か
り
で
、よ
う
や
く
農
業

委
員
と
い
う
ポ
ス
ト
に
も「
慣
れ
て
き
た
か
な

ー
」
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

七
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
中
野
市
も

り
ん
ご
、
桃
な
ど
の
農
作
物
に
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
私
の
家
も
収
穫
目
前
だ

っ
た
桃
が
冠
水
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
堤

防
の
外
側
に
あ
る
た
め
、
増
水
す
る
と
す

ぐ
に
冠
水
し
て
し
ま
い
ま
す
。
農
業
共
済

に
入
っ
て
い
れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
水
が

入
っ
た
と
き
に
保
証
の
対
象
に
な
る
に
は
、

高
額
の
掛
け
金
を
掛
け
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
が
、
今
の
よ
う
に
農
産
物
価
格
が
安

く
て
は
、
掛
け
き
れ
ま
せ
ん
、
ぜ
ひ
県
・

市
に
お
い
て
掛
け
金
の
助
成
を
も
う
少
し

多
く
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
農
業
、
ま
た
中
野
市
の
農

業
は
大
変
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ
て
お
り
、

特
に
農
産
物
価
格
の
低
迷
が
後
継
者
問
題
、

遊
休
荒
廃
地
等
の
問
題
を
起
こ
し
て
い
る

と
思
い
ま
す
。国
は
農
業
を
産
業
と
し
て
ひ

と
り
立
ち
さ
せ
る
べ
く
、大
規
模
農
家
を
育

成
す
る
施
策
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。果
た
し

て
こ
の
よ
う
な
方
向
で
、我
々
家
族
経
営
の

農
家
が
生
き
残
っ
て
い
け
る
か
ど
う
か
疑

問
で
す
。こ
れ
か
ら
世
界
情
勢
と
の
絡
み
も

あ
り
ま
す
が
、も
っ
と
日
本
は
食
糧
自
給
率

を
上
げ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。地

球
環
境
を
考
え
て
も
、
畑
や
た
ん
ぼ
、
山
林

が
果
た
す
天
然
の
ダ
ム
機
能
は
、ま
す
ま
す

重
要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。ま
た
ス
ト

レ
ス
社
会
に
あ
っ
て
農
村
、農
業
の
癒
し
効

果
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。国

の
基
礎
と
し
て
重
要
な
産
業
で
あ
る
農
業

に
も
う
少
し
あ
た
た
か
い
政
策
を
行
な
っ

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。
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遊
休
荒
廃
農
地
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
間
山
公
民
館
で
は
、五
月
に
行
っ
た「
な

ん
と
か
し
よ
う
！
荒
廃
農
地
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
i
n
間
山
」
に
続
き
、
七
月
に
は
地
域

の
実
態
と
住
民
の
意
識
を
探
る
た
め
、
間

山
区
の
全
世
帯
（
二
〇
二
世
帯
）
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
の
ほ

ど
そ
の
結
果
を
ま
と
め
た
。
回
収
率
は
八

十
七
㌫
、
一
七
六
件
で
有
効
回
答
数
は
一

六
九
件
。

地代はいらないので借
りてもらいたい

農作業をすべて委託し
たい

困難な農作業は委託し
て軽い作業は自分で行
ないたい

作付はしないで耕起だ
けしていたい

宅地化したい

遊休荒廃農地となる

現在の営農の規模は維
持できるので農地は現
状のまま 

その他

不明

※その他を選んだ人の中には、
・売りたい。
・借地は全部地主に返す。
・定年後営農できるようなら作付けを増やしたい。
という意見もあった。

９(7%)９(7%)

13(10%)13(10%)
３(2%)３(2%)

15(12%)15(12%)

16(12%)16(12%)

２(2%)２(2%)

21(16%)21(16%)

32(24%)32(24%)

２(2%)２(2%) 17(13%)17(13%)

��������	
�����������������
���������	
������������	��������

地代をとって貸したい
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た
い
」
と
す
る
農
家
一
三
世
帯
。
農
地
を

維
持
す
る
経
費
が
少
な
く
な
い
こ
と
を
考

慮
し
た
結
果
と
思
わ
れ
、
現
在
、
グ
ル
ー

プ
の
そ
ば
栽
培
に
使
用
さ
れ
て
い
る
農
地

は
こ
の
ケ
ー
ス
に
当
た
る
。

　

次
に
、
遊
休
荒
廃
農
地
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
か
を
聞
い

た
の
が
図
Ⅱ
（
複
数
回
答
）
で
あ
る
。「
個

人
の
努
力
」
が
最
も
多
く
、
責
任
感
と
勤

勉
さ
を
感
じ
さ
せ
る
が
、
自
由
意
見
の
中

に
あ
る
「
隣
の
雑
草
に
迷
惑
し
て
い
る
」

事
情
も
反
映
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
多
い
の
が
「
農
地
の
貸
借
を
し
や
す

く
す
る
」
で
、
こ
の
調
査
で
「
農
地
を
借

り
た
い
」
と
答
え
た
農
家
が
一
〇
世
帯
あ

る
こ
と
を
考
え
る
と
農
地
の
流
動
化
も
求

め
ら
れ
て
い
る
。
営
農
指
導
、
作
業
委
託

や
集
団
化
・
共
同
化
は
十
八
㌫
、
新
規
就

農
者
や
観
光
農
園
、
市
民
農
園
な
ど
区
外

の
人
に
も
農
業
に
参
加
し
て
も
ら
う
考
え

も
約
十
七
㌫
あ
る
な
ど
、
地
域
農
業
の
経

営
構
造
の
変
革
へ
の
期
待
も
目
立
つ
。
そ

の
場
合
の
推
進
主
体
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
を
上

げ
た
の
が
七
㌫
の
ほ
か
、
区
内
に
新
た
な

組
織
を
作
る
な
ど
、
地
域
全
体
で
こ
の
問

題
に
取
り
組
む
と
し
た
回
答
が
十
㌫
に
上

っ
て
い
る
。

　

「
遊
休
荒
廃
農
地
に
つ
い
て
考
え
る
場

が
で
き
た
ら
」
と
の
問
い
に
、「
積
極
的

に
協
力
す
る
」
が
七
㌫
、「
そ
れ
な
り
に

協
力
す
る
」
が
五
十
四
㌫
で
、
合
計
六
十

一
㌫
の
人
が
協
力
意
思
を
示
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
遊
休
荒
廃
農
地
問
題
は
単
に
地

域
の
関
心
事
で
あ
る
と
い
う
段
階
か
ら
、

解
決
の
た
め
に
地
域
と
し
て
も
行
動
を
起

こ
す
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

回
答
に
よ
る
と
間
山
区
内
で
は
、
六
十

九
㌫
、
一
一
八
世
帯
が
農
業
を
し
て
い
る
。

農
地
を
保
有
し
て
い
る
世
帯
が
一
三
三
世

帯
で
、
そ
の
う
ち
す
べ
て
自
己
所
有
地
が

七
十
四
㌫
、
九
八
世
帯
、
自
己
所
有
地
と

借
地
が
二
十
四
㌫
、
三
二
世
帯
、
借
地
だ

け
が
二
㌫
、
三
世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
農

地
を
自
己
所
有
し
て
い
る
農
家
は
一
三
〇

世
帯
あ
り
、
総
面
積
は
五
〇
〇
、
二
九
五

平
方
㍍
と
な
り
、
そ
の
う
ち
遊
休
荒
廃
農

地
を
持
つ
農
家
は
四
六
世
帯
、
面
積
に
す

る
と
九
〇
、
三
八
五
平
方
㍍
で
、
遊
休
荒

廃
農
地
率
は
一
八
・
〇
七
㌫
と
な
る
。
地

籍
別
に
集
計
し
た
結
果
を
見
る
と
、
遊
休

荒
廃
農
地
は
必
ず
し
も
山
際
だ
け
で
は
な

く
、
集
落
中
央
部
に
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

遊
休
荒
廃
農
地
を
持
つ
農
家
を
経
営
規

模
別
に
見
る
と
、
最
も
多
い
の
は
二
、
〇

〇
〇
〜
四
、
〇
〇
〇
平
方
㍍
の
ク
ラ
ス
で
、

こ
の
ク
ラ
ス
の
農
家
の
四
十
八
㌫
、
一
六

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
一
、
〇
〇
〇

平
方
㍍
以
下
で
は
十
一
㌫
、
二
世
帯
で
最

も
少
な
い
。
ま
た
、
七
、
〇
〇
〇
平
方
㍍

以
上
で
は
遊
休
荒
廃
農
地
を
持
つ
農
家
は

見
ら
れ
ず
、
経
営
規
模
が
中
程
度
の
農
家

に
遊
休
荒
廃
農
地
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

農
地
を
自
己
所
有
す
る
一
三
〇
世
帯
に

将
来
に
つ
い
て
尋
ね
た
結
果
は
図
Ⅰ
の
と

お
り
で
、「
現
在
の
営
農
規
模
が
維
持
で
き

る
」
と
し
た
農
家
は
二
十
四
㌫
、
三
二
世

帯
と
最
も
多
い
が
、「
遊
休
荒
廃
農
地
と
な

る
」
と
予
想
す
る
農
家
も
十
六
㌫
、
二
一

世
帯
で
二
番
目
に
多
い
。
そ
の
他
の
農
家

は
、
農
地
貸
し
、
作
業
委
託
、
耕
起
だ
け

な
ど
と
考
え
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、

「
地
代
は
い
ら
な
い
の
で
借
り
て
も
ら
い

85(22%)85(22%)

できるだけ荒さないよ
うに個人で努力する

区内で農地の貸借をし
やすくして農業をやり
たい人が農地を保有で
きるようにする

農業に意欲のある人の
指導に従って個人が農
地を耕作する

機械を扱うグループに
機械作業を委託する農作業の集団化や機械

・施設の共同化などを
行なうグループを作る

区内に遊休荒廃農地対
策事業を行なう団体を
作り組織的に取り組む

ＪＡが音頭をとって遊
休荒廃農地対策に取り
組む

区外の人で農業をやり
たい人に農地を耕作し
てもらう

農地を市民農園に開放
して誰でも気軽に農業
ができるようにする

観光農園を導入して農
作業の一部を観光客に
委ねる

その他

不明

65(17%)65(17%)

17(５%)17(５%)
25(７%)25(７%)

23(６%)23(６%)

35(10%)35(10%)

24(７%)24(７%)

23(６%)23(６%)

11(３%)11(３%)

７(２%)７(２%)

24(７%)24(７%)

29(８%)29(８%)
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農
地
利
用
に
対
す
る
規
制
緩
和
、

地
方
分
権
の
働
き
が
本
格
化
す
る

な
か
、
農
地
の
公
的
管
理
主
体
と

し
て
の
農
業
委
員
会
の
役
割
と
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
農
地
の
荒
廃
、
無
断
転

用
や
乱
開
発
を
防
ぎ
、
優
良
農
地

を
守
る
た
め
の
適
正
な
農
地
行
政

の
執
行
、
さ
ら
に
は
農
地
の
本
来

の
農
業
的
利
用
と
地
域
活
性
化
の

た
め
の
市
民
的
・
非
農
業
的
利
用

と
の
調
整
等
、
地
域
レ
ベ
ル
に
お

け
る
優
良
農
地
の
確
保
と
そ
の
有

効
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
遊
休
農
地
発
生
防

止
・
解
消
対
策
の
一
環
と
し
て
、

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
を
設

定
し
、
①
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

と
解
消
促
進
、
②
農
地
の
無
断
転

用
防
止
、
③
農
地
の
有
効
利
用
に

向
け
た
関
係
者
へ
の
啓
発
普
及
等

を
目
的
に
、
濃
密
で
か
つ
重
点
的

な
取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

　

平
成
十
八
年
八
月
〜
十
一
月
ま

で
の
四
カ
月
間
を
全
国
統
一
の

「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
」
と
し

て
設
定
し
、
遊
休
農
地
の
把
握
と

解
消
対
策
、
農
地
の
無
断
転
用
防

止
対
策
を
集
中
的
に
推
進
す
る
。

�
遊
休
農
地
の
解
消
対
策
に
つ
い

て
は
、
遊
休
農
地
の
実
態
を
把
握

し
台
帳
の
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

そ
の
実
態
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
①
中
野
市
基
本

構
想
に
「
要
活
用
農
地
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
た
農
用
地
区
域
内

の
優
良
農
地
に
介
在
し
農
地
と
し

て
の
利
用
が
見
込
め
る
耕
作
放
棄

地
に
つ
い
て
は
、
農
業
的
利
用
を

確
保
し
、
認
定
農
業
者
等
に
利
用

集
積
を
図
る
。
ま
た
、
都
市
住
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
、
市
民
農
園

等
へ
の
活
用
を
図
る
。②
自
然
的
・

社
会
的
条
件
か
ら
み
て
将
来
と
も

農
地
と
し
て
の
利
用
が
困
難
と
判

断
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
他

へ
の
転
用
を
計
画
的
に
図
る
。
た

だ
し
、
耕
作
放
棄
す
れ
ば
転
用
が

容
易
に
な
る
と
い
っ
た
風
潮
に
な

ら
な
い
よ
う
土
地
利
用
秩
序
の
確

立
を
図
る
。

�
必
要
に
応
じ
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
促
進
法
第　

条
に
基
づ
く
①

27

農
業
委
員
会
に
よ
る
遊
休
農
地
活

用
の
指
導
及
び
中
野
市
長
へ
の
特

定
遊
休
農
地
の
通
知
要
請
、
②
中

野
市
長
に
よ
る
特
定
遊
休
農
地
の

通
知
、
③
中
野
市
長
に
よ
る
勧
告
、

④
農
地
保
有
合
理
化
法
人
等
に
よ

る
買
い
入
れ
協
議
、
⑤
協
議
が
不

調
の
場
合
に
は
長
野
県
知
事
に
調

停
・
裁
定
を
求
め
る
。

�
農
山
村
の
活
性
化
問
題
等
を
背

景
に
、
農
地
利
用
に
関
す
る
規
制

緩
和
、
地
方
分
権
の
要
請
が
高
ま

っ
て
い
る
が
、
農
地
法
の
適
正
な

執
行
等
を
通
じ
て
無
断
転
用
防
止

の
た
め
の
的
確
な
対
応
を
行
う
。

編編

集集

後後

記記

　

市
・
村
合
併
に
よ
る
定
数
の
中

野
市
農
業
委
員
会
が
、
本
年
四
月

に
発
足
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
に
実
施
し
た
主
な
事
項

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
編
集
し

ま
し
た
。

　

農
業
委
員
の
所
掌
事
務
は
、
法

律
に
基
づ
い
て
行
っ
て
お
り
ま
す

が
、
市
民
各
位
の
ご
協
力
を
紙
面

よ
り
お
願
い
し
ま
す
。

会
長
代
理　

海 
野 
鐵 
治
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�
関
係
者
へ
の
趣
旨
の
徹
底
等

　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
関
係
者
一

人
ひ
と
り
に
対
し
て
「
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
月
間
」
設
定
の
趣
旨
の
徹

底
を
図
り
、
実
効
あ
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。

�
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

ア　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
事
前
準
備
、
事
後

�
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
と
一
体
的
に

推
進
す
る
事
項

ア　

農
地
相
談
等
の
重
点
実
施

　

農
地
相
談
日
の
設
定
、
集
落
へ

出
向
い
て
の
移
動
農
業
委
員
会
の

開
催
等
に
よ
り
、
遊
休
農
地
の
活

用
や
利
用
権
の
相
談
、
農
地
の
転

用
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に
よ
り
、

農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
等
の
農
地
制
度
に
対
す
る
地

域
の
農
家
の
理
解
に
努
め
る
。

イ　

啓
発
宣
伝
活
動
の
実
施

　

遊
休
農
地
解
消
や
無
断
転
用
防

止
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
啓
発
普

及
資
料
を
地
域
農
家
に
配
布
す
る

と
と
も
に
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り
、

中
野
市
広
報
、
有
線
放
送
、
集
落

懇
談
会
等
を
活
用
し
て
、
無
断
転

用
の
防
止
、
遊
休
荒
廃
農
地
や
耕

作
放
棄
地
の
解
消
に
つ
い
て
の
啓

発
活
動
を
集
中
的
に
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。

指
導
の
対
応
方
針
等
に
つ
い
て
関

係
者
間
で
十
分
な
検
討
を
行
い
、

趣
旨
や
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
の

意
思
統
一
を
図
っ
て
実
施
す
る
。

イ　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
は
、

班
の
編
成
、
実
施
時
期
及
び
重
点

地
区
の
設
定
、
地
図
に
遊
休
荒
廃

農
地
を
転
写
し
、
効
果
的
か
つ
濃

密
な
取
り
組
み
を
図
る
。

ウ　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
対
象
と

内
容
は
、
関
係
者
が
一
体
と
な
り
、

次
の
事
項
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

◇
遊
休
・
荒
廃
農
地
、
耕
作
放
棄

地
の
実
態
把
握
と
是
正
指
導
（
重

点
事
項
）

◇
農
地
法
の
許
可
（
届
出
）
案
件

の
履
行
状
況
の
調
査
・
確
認

◇
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ

る
利
用
権
設
定
等
農
地
の
状
況
調
査

◇
農
地
の
無
断
転
用
の
早
期
発
見

是
正
指
導

◇
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予

の
特
例
適
用
農
地
の
営
農
状
況
等

の
調
査
・
確
認

エ　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
終
了
後
は
、

報
告
、
検
討
会
を
開
催
し
、
問
題

点
と
課
題
の
整
理
を
行
い
、
遊
休

農
地
現
況
確
認
報
告
書
（
中
野
市

農
地
銀
行
業
務
方
法
書
様
式
８

号
）
に
記
録
す
る
。

オ　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
把
握
し

た
遊
休
・
荒
廃
農
地
、
無
断
転
用

農
地
に
つ
い
て
は
、
事
後
指
導
の

対
応
方
針
に
基
づ
き
、
農
業
委
員

会
等
関
係
機
関
に
よ
り
、
適
切
か

つ
速
や
か
に
是
正
指
導
を
行
う
。



　

稲
穂
が
た
わ
わ
に
実
り
、

黄
金
色
に
染
ま
っ
て
い
る
。

と
て
も
美
し
い
日
本
の
風
景

で
あ
る
。
車
や
電
車
か
ら
見

る
風
景
の
中
で
、
な
ぜ
か
一

番
ほ
っ
と
す
る
風
景
の
一
つ

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
美

し
い
風
景
は
日
本
の
風
土
と

人
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
は

じ
め
て
米
を
つ
く
ら
せ
て
い
た
だ
く

機
会
に
め
ぐ
ま
れ
、
育
苗
、
田
お
こ

し
、
代
か
き
、
田
植
え
、
草
と
り
、

畔
の
草
刈
り
、
稲
刈
り
と
一
連
の
作

業
を
体
験
し
た
。
自
分
た
ち
が
食
べ

る
米
ぐ
ら
い
除
草
剤
を
使
わ
ず
に
、

手
で
草
を
と
る
こ
と
に
し
た
。
い
く

ら
小
さ
な
田
ん
ぼ
と
は
い
え
、
中
腰

で
の
作
業
は
こ
た
え
ま
し
た
。
畔
草

刈
り
も
ビ
ー
バ
ー
で
の
草
刈
り
で
は

あ
る
が
、
汗
が
と
め
ど
な
く
流
れ
た
。

田
ん
ぼ
の
中
の
泥
ま
み
れ
の
作
業
は

た
い
へ
ん
で
は
あ
る
が
、
足
裏
に
感

じ
ら
れ
る
泥
や
水
の
感
触
は
、
む
し

ろ
心
地
よ
い
ぐ
ら
い
に
感
じ
ら
れ
、

田
ん
ぼ
に
い
る
カ
エ
ル
や
虫
た
ち
を

見
て
昔
懐
か
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
と

が
不
思
議
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
苦
労

が
詰
ま
っ
た
米
を
噛
み
し
め
て
味
わ

え
ま
し
た
。
黄
金
色
の
稲
穂
を
見
て

い
る
と
、
懐
か
し
い
感
覚
で
心
が
満

た
さ
れ
ま
す
。
日
本
人
の
原
風
景
や

心
は
、
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
　

（
Ｕ
・
Ｋ
）
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十
月
は　

み
の
り
の
秋

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋　

味
覚
の
秋

そ
し
て
、
読
書
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
。

　

秋
に
な
る
と
空
気
が
澄
ん
で
き
て
、

夜
が
少
し
ず
つ
長
く
な
り
ま
す
。

　

一
年
で
も
読
書
や
、
勉
強
を
す
る
の
に

最
適
な
季
節
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
十
月
十
日
は
目
の
愛
護
デ
ー

で
も
あ
り
ま
す
。

　

目
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
読
書
に

親
し
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
か
。
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�
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日　時

午前９時30分 開場
午前10時 開演

会　場

全席自由・入場無料

期　間

午前９時～午後５時30分

会　場

入場無料 ・ 湯茶サービスあり

＜今年度の出演団体 （出演順） ＞
照洲吟道会（詩舞・詩吟）

スタジオＹ（エアロ）
玉洲流玉錦会（詩舞）

中野市落語研究会（落語）
中野民謡愛好会（民謡）

花鈴会（舞踊）
高社観世流謡曲連合会（謡曲）

藤華水恵の会（舞踊）
中野民踊を楽しむ会（舞踊）

花房流中野教室（舞踊）
聖風流中高吟剣詩舞道会（吟詠歌謡）

中野市歌謡愛好会（歌謡）
なかの21和太鼓かぜ／中野青年合唱団

（和太鼓）
藤華水美会中野教室（舞踊）
中野市演歌愛好会（歌謡）

白鳥バレエ学園中野教室（バレエ）
玉洲流荻洲会（詩舞）
泉流松濤會（舞踊）
花柳中野会（舞踊）

清勧会中野支部（詩舞）
ナチュラルムーブメント3-2-1中野教室

（ジャズダンス）
善謡会（謡曲）

中村流中扇会（舞踊）

＜今年度の出品団体 （順不同） ＞
中野華道会（華道）
書道如水会（書道）
書道信墨会（書道）
書道綏陽会（書道）
下高井美術同好会（美術）
絵画一光会（絵画）
日本画あゆみ会（日本画）
中野俳句会（俳句）
中野短歌会（短歌）
高社短歌会（短歌）
萌芽会（絵画）
中野おもと愛好会（おもと）
フォト サクラ（写真）

● 同日開催 ●

勤労青少年ホーム作品展
働く婦人の家作品展

主　催

中野市文化芸術協会
中野市中央公民館

中野市生涯学習推進会議

｢中野市総合文化祭｣は、中央公民館
に事務局を置く中野市文化芸術協会
に加盟している芸能・芸術の団体が、
日ごろの成果を発表する場です。　
内容は、芸能部門32団体の「芸能祭」、
展示部門13団体の「文化展」に分け
て開催しています。
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３３ 文 化 な か の／06.10

＊＊＊ 入場無料・どなたでもご覧ください ＊＊＊

◆豊田公民館◆

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第２回
豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭豊田公民館文化祭

◆北部公民館◆

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第2222222222222222222200000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第20回
北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭北部公民館文化祭

◆西部公民館◆

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第1111111111111111111166666666666666666666回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回第16回
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭西部公民館文化祭

● 作品展 ●
地域の皆さんの作品が皆様をお出迎え

期間　11月11日(土)～12日(日)
　　　　午前９時～午後４時30分
場所　西部公民館 会議室・図書室
内容　高丘小学校児童の作品展示

 （絵画、 習字、 立体・図工作品
など）、中野平中学校生徒の
作品展示 （てん刻、陶芸、ゆ
かた）、 実用おてふきドレス、
アレンジフラワー、生け花、
籐工芸、書、陶芸、押し絵、写
真 、折り紙、絵手紙、絵画
などの応募作品の展示

● 映画上映会 ●
少年の心の成長を描いた感動名作

日時　11月11日(土)午後６時30分～
場所　西部公民館 多目的ホール
内容　 「次郎物語」   （下村湖人原作）

● 人形劇 ●
人形劇の世界を親子で楽しんでね！

日時　11月12日(日)午前10時～
場所　西部公民館 研修室
内容　安曇野の人形劇団ホーボー
　　　ズ・パペットシアターによる
　　　 「うりこひめ」

● 芸能祭 ●
種々の芸能演目で会場は大盛況！

日時　11月12日(日)午後１時～
場所　西部公民館 多目的ホール
内容　子どもたちによるジャズダ

ンス、舞踊、空手、大正琴、コ
ーラス、歌謡、落語、オカ
リナ演奏、詩吟、津軽三味
線、民謡など地域グループ・
サークルの活動発表

● 作品展示 ●
地域の皆さんの力作が勢ぞろい

期間　10月27日(金)～29日(日)
　　　　午前９時～午後８時
　　　　（29日は午後２時まで）
場所　豊田文化センター 全館
内容　豊井 ・ 永田小学校児童の作

品展示 （絵画ほか）、 絵画、生
け花、木彫、リース、写真、川
柳、水墨画等の作品展示

● ビデオ上映会 ●
 “平和” を希求する ドキュメンタリー作品
日時　10月27日(金) 午後７時～
場所　豊田文化センター ホール
内容　「ホピの予言（2004年版）」

● 映画鑑賞会 ●
最新の話題作２作品を一挙上映! !
日時　10月28日(土)
　　　　第１部：午後２時～
　　　　第２部：午後４時～
場所　豊田文化センター 多目的
　　　ホール
内容　第１部「子ぎつねヘレン」
　　　　 （主演:大沢たかお、 松雪泰子）
　　　第２部「博士の愛した数式」
　　　　 （主演 ： 寺尾聰、 深津絵里）

● 音楽芸能発表会 ●
合唱、 踊りなど様々な音楽 ・ 芸能を披露
日時　10月29日(日)
　　　　午前９時～正午
場所　豊田文化センター 多目的
　　　ホール
内容　豊井小学校６学年 （合唱）、 永

田小学校音楽クラブ （リコー
ダー合奏）、 豊田中学校３学
年 （合唱）、 舞踊、合唱、 ハーモ
ニカ、 大正琴などの活動発表

北部・西部・豊田公民館の���

● 芸能祭 ●
多種多様な芸能が一堂に集結!!
日時　11月５日(日)午後１時～
場所　北部公民館 講堂
内容　科野小学校和太鼓・ダンス

クラブの発表、高社中学校
吹奏楽部による演奏発表、
その他、舞踊、落語、民謡
など、地域グループ・サー
クルの活動発表

● 作品展 ●
見事な作品をご鑑賞ください！
期間　11月４日(土)～５日(日)
　　　　午前９時～午後４時30分
場所　北部公民館 全館
内容　倭地区展（倭小学校児童の作

品展示、倭地区住民の作品展
示）、のぞみの郷高社作品展、
北部公民館利用グループの
作品展（生け花、 陶芸、 水彩画、
パッチワークほか）、 北部公
民館講座受講者作品展（絵手
紙、水彩画ほか）、地域住民
・団体の応募作品の展示

● フリーマーケット ●
科野児童クラブが出店します！
日時　11月５日(日)午前９時～
場所　北部公民館 駐車場

※その他、青空市場（野菜、果物、
　菓子等の販売）、科野郵便局臨時
出張所による年賀ハガキ・記念
切手の販売などがあります。

● 開館20周年コンサート ●
和洋の独創的な音の世界をお楽しみください

日時　11月４日(土)午後６時30分～
場所　北部公民館 講堂
内容　木村俊介コンサート“音象”
　　　（本誌最終ページを参照）
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昭
和
五
十
一
年
四
月
、
当
時

分
館
長
を
さ
れ
て
い
た
方
が
発

起
人
で
始
ま
っ
た
こ
の
会
は
、

神
洲
流
長
野
県
吟
道
会
に
属
し

て
い
ま
す
。
会
員
は
現
在
七
名

で
、
毎
月
第
一
日
曜
日
、
第
三

火
曜
日
の
夜
八
時
か
ら
十
時
ま

で
西
部
公
民
館
に
て
練
習
し
て

い
ま
す
。

　

先
日
九
月
十
日
に
、
総
本
部

主
催
の
第
七
十
八
回
吟
詠
剣
詩

舞
道
大
会
が
、
長
野
市

民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
行

な
わ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
他
に
も
、

神
洲
流
傘
下
の
鴻
洲
流

吟
道
会
の
新
春
温
習
大

会
、
東
芝
コ
ン
ク
ー
ル
、

テ
イ
チ
ク
コ
ン
ク
ー
ル

等
、
色
々
な
大
会
に
出

場
す
る
事
は
自
身
を
磨

く
上
で
勉
強
に
な
り
ま

す
。

　

教
本
の
教
え
に
「
吟

詠
は
単
に
趣
味
と
し
て

止
ま
る
も
の
で
は
な
く
、

教
え
る
者
、
習
う
者
、

共
に
吟
道
と
い
う�
道�

を
よ
く
わ
き
ま
え
、
互

い
に
礼
節
を
尽
く
す
」
と
あ
り

ま
す
。
会
員
も
こ
の
教
え
を
自

覚
し
な
が
ら
、
詩
歌
の
吟
詠
の

練
習
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。

　

会
と
し
て
、
十
一
月
十
二
日

の
西
部
公
民
館
の
文
化
祭
に
出

場
す
る
為�
古
城�
を
歌
謡
吟

詠
と
し
て
練
習
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
会
（
日
帰
り
旅
行
）、

忘
年
会
等
の
楽
し
み
も
あ
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
入
会

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

清
水　

久
登

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
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�
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�
�
�
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�
�
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安
源
寺
朗
吟
会

　

昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）、
中

町
下
町
に
信
濃
中
野
郵
便
局
が
洋

風
の
モ
ル
タ
ル
二
階
建
て
の
新

局
と
し
て
開
局
し
た
。
業
務
内

容
は
郵
便
・
小
包
・
電
報
・
電

話
な
ど
が
あ
り
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

一
方
、
中
野
町
役
場
は
新
局

の
正
面
百
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る
が
、

人
家
や
商
店
が
あ
る
の
で
行
か
れ

な
い
。
東
横
町
に
出
て
清
月
堂
菓

子
店
（
現
駐
車
場
）
を
右
折
し
、

柳
長
料
理
店
の
前
を
通
ら
な
い
と

役
場
玄
関
前
に
出
ら
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
道
は
、
も
と
も
と
天
領
の
陣
屋

（
代
官
所
）
に
入
る
道
で
、
入
口
に

は
門
番
が
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
陣

屋
の
敷
地
は
、
明
治
維
新
に
研
智
学

校
（
中
野
学
校
）
が
二
階
建
て
の
土

蔵
造
り
と
な
っ
て
開
校
し
た
が
、
明

治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
五
月
、

中
野
町
松
川
に
中
野
尋
常
小
学
校
が

で
き
て
移
転
す
る
。
空
屋
と
な
っ
た

建
物
は
、
中
野
町
役
場
と
し
て
昭
和

十
年
（
一
九
三
五
）
ま
で
業
務
が
行

な
わ
れ
た
。

　

同
十
一
年
、
役
場
は
大
改
築
さ
れ
、

陣
屋
風
の
建
物
と
な
り
威
容
を
誇
っ

た
が
、
役
場
前
か
ら
郵
便
局
前
に

か
け
て
接
続
す
る
街
路
は
な
か
っ

た
。
太
平
洋
戦
争
（
大
東
亜
戦
）

末
期
の
同
十
九
年
九
月
、
配
給
・

通
信
・
自
転
車
等
の
監
札
手
続
き

に
役
場
・
郵
便
局
へ
行
く
に
も
不
便

で
あ
っ
た
た
め
か
、
よ
う
や
く
街
路

が
竣
工
し
た
。
こ
の
道
は
、
中
野
町

時
代
で
は
遅
い
道
路
建
設
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　

中
村　

鉄
治

��
�������	
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ふ
る
さ
と
の
歴
史

　

中
町
区
は
、
中
野
市
の
中
心
部

に
位
置
し
、
昔
は
商
店
街
の
メ
イ

ン
通
り
と
し
て
、
み
な
さ
ん
の
買

物
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
で
は
郊
外
に
大
型
店

が
進
出
し
て
来
て
し
ま
い
だ
い
ぶ

店
が
へ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
の
中
で
、
本
年
度
も
分
館
活
動

は
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

分
館
の
行
事
と
し
て
は
、
五
月

に
は
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
親
睦
球
技

大
会
を
行
な
い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
若
者
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
番
組
が
チ
ー
ム
を
作
り
、

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
分
館
チ
ー
ム
を
作
り
、
分
館

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
七
月
に
は
、
子

供
み
こ
し
を
巡
行
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
天
気
で
、
途
中
か
ら

雨
が
降
り
ま
し
た
が
、
子
供

達
の
元
気
な
か
け
声
で
、
濡

れ
て
い
る
の
も
忘
れ
て
い
る

く
ら
い
で
し
た
。
九
月
に
は

敬
老
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

担
当
で
、
生
バ
ン
ド
、
マ
ジ

ッ
ク
、
大
正
琴
、
詩
舞
と
み

な
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
活
動
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

区
民
の
み
な
さ
ま
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が

ら
ガ
ン
バ
ッ
テ
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
町
分
館
長　

白
井　
 
武

中 町 分 館



編編編編編編編編編編編編編編編編編編編編
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員

編
集
委
員

だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

　

だ
よ
り

５５ 文 化 な か の／06.10

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中央央央央央央央央央央央央央央央央央央央央公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら中央公民館から
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

� � � �

内　容　２３墨友会会員の作品展示
場　所　中央公民館１階 展示コーナー

■絵画教室
　絵画の基礎を学んでいただく初心者対象の絵画教室

です。教室では、水彩画、油彩画のいずれかの手法で、

一人一作品の作品制作に取り組んでいただきます。

日　時　11月２日�、９日�、13日�、30日�

　　　　12月７日�（全５回）

　　　　　午後１時30分～午後３時30分

場　所　中央公民館

　

中
野
市
健
康
ま
つ
り
の
一
環
で

日
野
地
区
で
は
晋
平
の
里
ま
つ
り

が
、
九
月
三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
間
山

区
・
新
野
区
・
高
遠
区
・
更
科
区

・
東
山
区
の
各
区
ご
と
に
日
野
小

学
校
ま
で
歩
い
て
集
合
し
、
開
会

式
の
後
、「
の
び
の
び
健
康
体
操
晋

平
先
生
の
歌
」
を
大
合
唱
。
そ
の

後
、
グ
ラ
ン
ド
カ
ー
リ
ン
グ
大
会
が

行
な
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
大
勢
の
人

た
ち
が
集
ま
り

楽
し
み
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ン
ド
カ

ー
リ
ン
グ
は
、

一
チ
ー
ム
五
名

で
の
対
抗
戦
。

紅
白
に
分
か
れ
、

交
互
に
一
〇
メ

ー
ト
ル
先
の
ポ

ー
ル
を
め
が
け

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
玉
を
打
つ
ス

ポ
ー
ツ
で
す
。

ポ
ー
ル
は
二
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
の
二
重
の
円
で
、
ポ
ー

ル
の
円
内
が
五
点
、 次
の
円
内
が

三
点
、
次
が
一
点
と
決
め
ら
れ
、

ポ
ー
ル
め
が
け
て
赤
組
、
白
組
と

交
互
に
打
ち
、

相
手
の
ボ
ー
ル

を
出
し
つ
つ
自

分
の
ボ
ー
ル
を

円
内
に
入
れ
点

数
を
競
い
ま
す
。

　

他
に
健
康
相

談
、
血
圧
・
体

脂
肪
測
定
の
コ

ー
ナ
ー
も
あ
り
、

無
料
の
キ
ノ
コ

汁
が
振
る
舞
わ

れ
、
大
勢
の
人

た
ち
が
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
　

（
＠
）

今月の伝言板
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●中野地域にお住まいの新成人の皆様へ●
　中野地域（旧中野市）にお住まいの新成人の皆様あ

てに、12月初旬に成人式のご案内をお送りします。た

だし、市内に住民登録している方に限ります。市外に

住民登録を移されている方で、式典への出席を希望さ

れる方は、中央公民館へご連絡ください。

�����
■チャレンジ子ども教室
～シリーズ・大人になる前に知っておきたいこと～

　 ＜親子きのこ教室＞
　“�うさぎ追いし かの山”のふるさと豊田の里山で、
親子いっしょにきのこ狩りを楽しみませんか。
日　時　10月15日(日) 午前９時～午前11時30分
場　所　道の駅ふるさと豊田 駐車場（集合）
講　師　長野県キノコ衛生指導員　水津 和也　先生
定　員　小中学生の親子20組　　　受講料　無料
持ち物　採集袋、水筒、キノコ図鑑（持っている人）
服　装　黒色以外の衣服・帽子、軍手、長靴
申込み　10月11日(水)まで

�
�
�
�
�
�
�

����

講　師　洋画家　坂入 進一　先生　　 定　員　15人

受講料　無料　　　持ち物　絵画用具一式

申込み　10月16日(月)から受付を開始します

お問合せ及び　中 野 市 中 央 公 民 館
申 込 み 先　℡２2-２ ６ ９ １　 ㈲２ ０ ６ ９ １

豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊豊田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館かかかかかかかかかかかかかかかかかかかからららららららららららららららららららら豊田公民館から

お問合せ及び　 中 野 市 豊 田 公 民 館
申 込 み 先　  ℡３８－２９２２

≪今月号の表紙の写真≫国道292号線長丘バイパス沿いの田麦
地区にある荒廃農地を利用したソバ畑とそこから望む高社山

月の展示コーナー1 0
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笛・津軽三味線
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�����（以上 木村俊介作曲）
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― 箏 ―

�����
― バイオリン ―

�����
― パーカッション ―
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